
|lllllllllilllllllllll||llllllllll
、

差 ７慨７慨

】
二

】
二 F

－」

牙

塵i麺震綴題塵i麺震綴題夕

１
ニ

ーヂ

グ

１
ニ

ーヂ

グ

汀
］

ロ、

F釘ｋ

！
『

翻姫
甲

I

￣マー

露Iﾐ何＝’’ 鞍1１

刀〆乙

急iiMei：IHI
△△

、化侵Ｋ、に、化侵Ｋ、に

■
ｕ
】
己

■
ｕ
】
己

■
ｕ
】
己

』bＤｒ』



千葉大学

環境リモートセンシング研究センタ￣

(2000）年度

(通算６号）

平成1２

年報

にＩＥＲｅＳ
＠劃､雌Ｔｌ愈rEInvjimmm麺timnH2鯵亟鈍⑤Ｓ麺ａｉｍｇ

ＣｈｉｂａＵｎｉｖｅｒｓｉｔｙ



はじめに

千葉入学環境リモートセンシング研究センター（CEReS）が，全国大学共同利用

研究機関として発足して，６年が経過致しました。その間CEReSは，「リモートセン

シングに関する国内唯一の共同利用研究機関」としてさまざまな活動を展開し，逐次

年報によってその活動を報告してきたところであります。

本報告は，平成１２年度の活動と成果をまとめたものです。ご－iiiﾋﾞ頂き，今後の研

究のために，忌梛のないご意見やご批判をお寄せ頂ければと存じます。

CEReSでは，設立当初から衛星データを用いた地球環境研究を目指して，衛星デー

タ解析に固有なグローバルな視点と，従来の科学が築き上げた成果を結びつける立場

で活動してきました。センターの共通研究課題として「リモートセンシングによるア

ジアの環境変動地域のモニタリング」を掲げ，アジア，中でも発展箸しい束アジアを

中心に，各邪門の独自性と専門性を生かしながら，研究の推進を図ってきました。同

時に，戦略雑礎研究「衛星計測による植物生産量推定手法の開発（代表：本多嘉明助

教授)」では，総合的な現象把握のために，各分野・内外の研究者が協力して新しい

成果を得るべく活動中です。

センサ／大女(放射部門では，東アジアにライダーや放射観測ネットワークを櫛築し，

大気補正を含む衛展データプロダクトの高精度化に向けた研究を推進しています。地

球環境情報解析研究部門では，植生分布の全球マッピングや植物化産砧の推定手法の

開発を推進し，衛星解析に項要な新しい指標（BSI:Bi-directionalrenectanceStructu‐

rallndex）の提案を行うなど活発な研究を展開しています。また，海洋や雪水域に

またがるWii広いフィールドを対象に，CO2循環や植物プランクトンの解析など，衛星

解析ならではの成果を上げています。データベース研究部門では，水文学的手法を用

いたアジア域の水砺環の問題，ＧＩＳを利用したデータベースの構築など推進しており

ます。また引き続きＮＯＡＡ／ＡＶＨＲＲやＧＭＳ-5,ＦＹ－２の受信やアーカイブを推進し，

並行して過上２０年に亘るＮＯＡＡＧＡＣデータの蓄積と長期変動調査の為の作業も開

始致しました。

一方，全llil共同利１１１研究機ljQとして，これらの研究は他大学，国内外研究機関等の

研究者との幅広い述挑や共lil研究を通して推進しております。

地球環境問題は，２１世紀に入りますます重要な問題となりつつあり，lil急に解決

すべき課題の一つとして，文部科学省の重点施策にも取り上げられております。環境

問題はIMI口が広く多様で，「ヒト」の生活そのものが深く関わることから，温暖化抑

'1問迦を凡てもIﾘ|らかなように，容易な解決法はありません。我々に必要なことは，



客観性のある地球環境情報を広く提供する事です。CEReSは，リモートセンシング

技術の向上と地球環境に関わる新たな成果をもって，学術的貢献，社会への還元を積

極的に推進したいと思います。

また残り４年弱となったCEReSは，これまでの研究成果の完結と，新しい展望を

切り拓くよう一層努力する所存です。従来にもまして，一層のご支援とご鞭捷をお願

い申し上げます。

平成１３年９月

千葉大学環境リモートセンシング研究センター長

村民雄信！
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[１］研究活動

■１．１センサ/大気放射研究部門

この研究部門では，現在の衛星データの精度を制限している最大の要因である「大気補正」を理

論・観ｉＭに艦づいて研究している。センサ研究分野（竹内・久111）では，iiMillI[1的に適した物理量

を有効に導出できる岡粘度地球観測センサの基礎および応用研究を行っている。また大気放射研究

分野（高村）では，放射理論と，雲や大気状態の観測データに基づく衛足データの大気補正手法の

開発と，放射伝達の観点からの地球環境問題を扱っている。

１．１．１可視・近赤外域における人エ衛星データの大気補正に関する研究

（竹内延夫，久世腹Iﾘ}，美濃村満生，朝隈康司，大堤新吾）

人工衛星データにより地球環境を研究する場合，衛星センサに到達する放射桁11度値は途中の人気

によって影騨される。この効果は大気中の空気分子およびエアロゾルの吸収･散乱によって起こり，

地上対象物の典の反射率を求めるには，これら大気中の影響を取り除く必要がある。この処方を一

般に大気補'［とI呼び，衛腿データの定量的な解析を行う上で非常に重要なプロセスの一つである。

大気補正において，エアロゾルによる影響はとくに複雑であるが，それは粒径分布や複索屈折率が

異なると，エアロゾルの光学特性が大きく変化することによる。（下図に太陽光が地球大気・地表

面での複雑な過程を総て衛星センサに到達する様子を示した｡）

③④圧Iﾐヨ
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衛星に到達する放射輝度成分

大気hliili手法の研究においては，人気｢'１の散乱・吸収の評価および目標物周辺からの反射の影騨

(周辺効果）のii1ﾄﾞllliが欠かせない。本研究では，まずセンサへの放射郷度(Ilhを人女ｉｆ端での放射輝

度値のみで表すアルゴリズムを新たに開発した。これにより，大気の散乱の彫縛をＭＯＤＴＲＡＮの

ような一般的放射伝述コードを用いて計算することが可能となった。この方法をＮＯＡＡ／ＡＶHRR

－１－



を想定したシミュレーションデータに適用し，チャンネル１では１％，チャンネル２では0.5％の

誤差内で地上反射率が求められることを示した。ついで，周辺効果に関して定量的に考察するため

のシミュレーションを行った。都市域のエアロゾルモデルを対象とし，エアロゾルおよび空気分子

による単散乱過程を考慮した。海陸の境界を想定し，地表面が反射率の異なる２つの領域から構成

されているとして，周辺効果の大きさが地表面反射率，エアロゾルの光学的厚さ，エアロゾルの鉛

直分布などにより変化する様子を定量的に検討した。この計算結果を利用することにより，実際の

大気補正過程において考慮すべき周辺領域の範囲を決定することが初めて可能となった。本研究は，

一般性のある大気補正手法を提案し精度検証を行ったこと，および周辺効果について従来定性的な

ものにとどまっていた考察を定量化したこと，の二点において価値があるものと考えられる。

以上の方式では，実際の衛星データに適用する場合，大気エアロゾルの光学的厚さを別の手段か

ら導出して与えねばならない。そこで，衛星データのみから大気エアロゾルの光学的厚さを決定し，

同時に海面および陸域の地表面反射率を決定するアルゴリズムについて研究した。衛星データとし

ては，千葉地域を含む関東地方のものをテストケースとして扱う。海面の反射率に適当な値（たと

えば２％）を仮定し，エアロゾルモデルとして現実的なモデルを想定すれば，大気中の放射伝達を

扱う６ｓコードにより衛星が受信する輝度値を計算することができ，これが槻illI値と一致する条件

からエアロゾルの光学的厚さが求められる。本研究の手法ではさらに，この条件のもとで衛星画像

の大気補正を行い，海面反射率を導出する。この一連のプロセスを反復することにより，光学的厚

さと反射率を同時に決めることが可能となる。この方法の検証のため，東京湾｣1のピクセルで求め

た光学的厚さの半年間にわたる変化を千葉大学のサンフォトメータによる値と比較した結果，よい

相関が得られた。今後，アルゴリズムにおける収束条件などを検討することにより，実用性の高い

方法を提供できるものと期待できる。

1.1.2多波長ライダーデータの実際的校正法の確立

プル法

（久世宏明，竹内延夫，金城秀樹，矢吹正教）

参照プロファイル法とルックアップテー

環境リモートセンシング研究センターでは，可視光を中心とする４波長でのミー散乱を同時に計

測できる大型ライダーにより，大気エアロゾルの観illlを行っている。観測の目的は対流圏の各高度

について後方散乱光強度を測定することによりエアロゾルの鉛直プロファイルを導出すること，お

よび消散係数の波長依存性からエアロゾルの種別に関する情報を導出することである。この目的の

ため，ライダー方程式を用いて観測信号を解析するわけであるが，その際，各波長について遠方の

積分開始点における消散係数の初期値と，消散係数と後方散乱係数の比（ライダー比）ｓ,に適当な

値を設定する必要があり，これらのパラメータの決定法が本研究の主題となっている。本研究では，

大気分子によるレイリー散乱や大気中の微量気体による吸収の影響が比較的小さく，また，検出感

度が比較的良好な532,ｍ（緑）の信号を基準とし，これをもとに他の波長領域のパラメータを求

める手法を提案した。すなわち，まずこの基準波長について，サンフォトメータによる光学的厚さ

Ｔを利用してＳ,を求める方法（てマッチング法）を適用する。その際，地上設置の積分型ネフニ

ロメータ（530,ｍ）と小型ライダー（532,ｍ）のデータを用い，遠方での初期値の岐適値を決める。

－２－



こうして得られた消散係数プロファイルから，光学的厚さの比を考慮して他の波長の参照プロファ

イルを作り，ライダー方程式の解がこれと雌もよく一致する条件からＳｌを決める。本研究では，

このアルゴリズムを提案するとともに，現実的なパラメータを用いたシミュレーション，および実

iilllデータへの適用により，参照プロファイル法の有効性を実証した。
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上記の方法は，サンフォトメータによる各波長での光学的厚さを予め解析に組み込むため，実際

的な条件に適合したプロファイルを導出できる。ただし，Ｓ,パラメータの価が高度によらず一定で

あると仮定するため，高度によりエアロゾルの光学的特性が顕著に変化する場合には解析精度が低

下する。この問題を解決することをめざして，予め予想されるエアロゾルの粒径分布・複素屈折率

から消散係数・Ｓｌパラメータの波長依存性のテーブルを作り，実験データと直接の比較を行って

これら諸パラメータの高度分布を決定する新しいアルゴリズム（ルックアップテーブル法）の開発

に着手した。

1.1.3ライダーおよび地上サンプリングによる大気エアロゾル光学特性の研究

（竹内延夫，久世宏明，矢吹正教，武111明知）

大気中のエアロゾル（浮遊粒子状物質）は地球の放射収支に大きく寄与し，衛星データの大気補

ｊＫを考える上でも重要である。エアロゾルの光学的性質は粒径分布と複衆屈折率によって決まるが，

一方，大気汚染の基準は重lit濃度を用いて紀述されている。光散乱を用いる計illllにより求められる

体積濃度分布からエアロゾルの重量を導ⅡＩするには，その密度が分かればよい。本研究では千葉で

継続して測定した結果にJhliづき，積分型ネフェロメータ，ローポリュームエアサンプラー，β線式

質最濃度計，光学的光散乱i汁等の測定結果からエアロゾルの密度を求めることを以下の３種の方法

－３－



で行った。第１の方法は，エアロゾルの都市型モデルにエアサンプラーより得られた屈折率を用い

てミー理論から体積濃度分布を計算し，積分型ネフェロメータデータと比較して体積濃度を求め，

β線式質量濃度計の結果と比較する方法である。第２は，光散乱計から体積濃度分布を求め，β線

式質量濃度計と比較する方法，さらに第３は化学分析結果から直接計算する方法である。これらの

結果を比較すると，導出されるエアロゾルの密度は，その体積分布に非常に敏感であること，また，

対数正規分布の体積濃度分布から求める方法がもっとも妥当な結果を与えることが明らかとなった。

以上の研究を含め，前年度に引き続き，アンダーセン・サンプラーによるエアロゾルの解析を千

葉，タイ，シンガポール，モンゴルなどのデータをもとにして行った。測定された化学組成から，

エアロゾルによる光の吸収を表す単散乱アルベド，散乱の角度依存性を表す位相関数，ライダーデー

タの解析で必要となるＳ,パラメータ（消散係数と後方散乱係数の比）を導出し，地域的・季節的

特性について比較を行った。このような手順で得られたエアロゾルの光学特性を多波長ライダーデー

タの解析および衛星データの大気補正に応用するアルゴリズムについて，引き続いて検討を進めて

いる。

１．１．４マイクロパルスライダー・可搬型ライダーによる大気の連続観測

（竹内延夫，久世宏明，陳衛標，鈴木義英，秋元竜，立谷伸也）

昨年度に引き続き，無人連続運転が可能なマイクロパルスライダー（MPL）を筑波・タイに設置

し，エアロゾルや雲底高度など雲の幾何学的パラメータの観測を継続して実施した。この研究はア

ジア地域におけるエアロゾルのライダーネットワーク観測の一環である。１９９９年５月から１年間

のつくばにおけるＭＰＬの観測結果に基づき，混合層高度の時間的・季節的変動について調べた。

エアロゾルの光学的厚さと混合層高度の変化の間に時間差があることを見出し，また後者について

地表而からの大気加熱効果によるモデル計算との比較を行った。この研究の結果は自動観測可能な

アイセーフライダーが大気境界層高度の観測において実用IiHi値が高いことを実証するものとなった。

千葉大工学部・浜松ホトニクスと共同で開発を進めている可搬型自動ライダー（PortabIe

AutomatedLidar,PAL）については，前年度に引き続いて市原市の千葉県環境研究所で大気連続

観測を行っている。このライダーは，近年進展の著しい半導体レーザー励起の固体レーザー（Ｎｄ：

ＹＡＧレーザー）を光源とした，高繰り返しのライダーシステムである。ライダーで排煙拡散観測

のような拡散現象を測定するには，拡散断面の２次元観測が望まれる。本研究では可搬型のライダー

に，ｉｌｌＩ定方向をモーター駆動により自動的に掃引できる機構を付与し，道路からの排ガス測定に使

用した。ライダー光源としてはフラッシュランプ励起のＮｄ：ＹＡＧレーザーを１０ppsで使用した。

上下方向に最高で毎分６０．掃引できるシステムに改造し，掃引角をポテンショメータで読み取り，

角度情報はコンピュータで処理する。このシステムを用いて，高速道路からの排煙拡散の状況を観

測し，２次元データの処耶法を開発した。解析では放射状に得られた信号を内挿することによって

格子状のデータに再配列し，それを時系列順に比較することによって大気中で浮遊粒子状物質の分

布が変動していく様子を捉えることが可能となった。
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1.1.5対流圏エアロゾルのライダー観測における多重散乱信号の評価

（WahyuWidada，久世宏明，竹内延夫）

地上設悩ライダーによる対流圏エアロゾルの観測において，ライダーの仰ｊ０を変化させたときの

多重散乱過程の効果を定filt的に調べた。多重散乱の計算にはモンテカルロ法をⅢい，蝋散乱信号と

仮定したときの消散係数の誤差を評価した。光学的厚さの変化0.28.36に対し，誤差は2-18％であっ

た。本研究は，巽など，特定の散乱強度の高い部分がないライダー信号においても，多雨散乱の評

価が可能であることをIﾘIらかにした点に特徴がある。発展として，２成分大女(に対して，ライダー

信号からの多雨散乱成分の評価法を導くことができる。

1.1.6半導体レーザーとファイバー・リングレーザーを用いた微量気体の高感度検出法の研究

（久世宏1W，竹内延夫，水野一廟，由井四海，関上優二）

半導体レーザーを光源とする分光法は，地球環境に関わる微斌気体のフィールドにおける検出に

おいて簡便でかつ有力な手段を提供する。1.5匹ｍの通信用帯域の外部共振器型半導体レーザーを

光源とし，長さ２５ｃｍのファプリー・ペロー光共振器を用いて実効吸収長を長くする実験では，す

でにアセチレンにより吸収長の４４倍の増加を確認し，引き続いて変調分光法を併用することによ

る感度の'６１上を親ill'Iした。本研究の方式はリングダウン方式の場合のように反射率が非常に１に近

いスーパーミラーを使う方式に比べレーザーを共振器に通過させるのが容易であり，また，多重反

射セルによる方式に比べ残存干渉縞による影響を受けにくいという特色があり，今後，改良を進め

ることにより大気環境iifjllllに有力な手段を提供することが期待される。

エルピウム・ドープのファイバー増幅器（EDFA)を用い，リングレーザー配Ｉｉｖｌとする実験では，

リング中に偏光を制御する栄子を導入することにより，気体吸収の増加にともなうモードホップを

低減して－１１Viの岡感度化を達成した（約１００倍)。この結果は，リングレーザーの理論からの予想

とよく一致した。

1.1.7気象衛星「ひまわり」（GMS）データを用いた地表面放射収支推定の研究（継続）

（高村民雄，岡１１１格.，古谷真海，田代恭子）・科学技術振興事業団

これまでＧＭＳ－５から可視，赤外画像データを用いて，地表面における放射収文を求めるための

第一段階としてFliijき日射litの推定を行ってきた。前年度にアルゴリズム|)H発は終了し，２０００年

度は１９９６ｲﾄﾞから１９９８年までの，ＧＭＳ－５毎時データの解析を終了した。これらの情報は，ＣＤ‐

ROMによって配布できる体制が終い，すでに希望者には配布を開始した。

昨年に引き続き，これらの解析結果に対して，モンゴル，１１１座l，タイにある剛iIIIネットワーク

(ＳＫＹNET）のデータを利用して，その検証を推進している。

一方，地衣放射収又の推定には，地表面反射率，地表温度などの愉報が必饗であり，その特性を

知ることが亜喫である。望がある場合，衛星データから可視・近赤外波長を川いて雪庇下の地表情

報を得ることは幽難である。そのために，①ＡＭＥDASを用いた地表気温と衛腿データから推定さ
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れる地表輝度温度の関係を調べ，曇天下の地表日射量の推定から地表温度を推定する手法の研究を

行った。その結果，衛星データとＡＭＥDASデータの比較範囲が異なることから，かなりばらつき

のある結果が出ており，全体の傾向としては合うものの，定量的な関係を得るまでには至らなかっ

た。次に，②全波長に対する地表面反射率の季節別，太陽高度別の違いを調べた。これによると，

快晴時には太陽天頂角の関数として表現でき，季節による違いは１－２％程度しかないことが分かっ

た。この結果は，筑波における露場観測の結果であり，地域による違いを調査するために，

SKYＮＥＴ各サイトのデータを引き続き今後解析予定である。

1.1.8エアロソル・放射地上観測ネットワーク（SKYNET）観測とエアロソルの放射影響評価

（高村民雄，岡田格.，川口亜矢子，中島映至..）

・科学技術振興事業団，‘・東大気候システム研究センター

衛星データの大気補正と，センタープロジェクトである「東アジアの環境変動地域のモニタリン

グ」のために，主としてエアロソルの地域及び季節変動をモデル化する目的で，skyradiometer

を中心とする地上観測ネットワーク（モンゴル・マンダルゴピ，中国・銀川及び敦煙，タイ・シサ

ムロン）の観測を推進中である。この観測は，表記にあるセンター独自の研究に加えて，ＧＡＭＥ

プロジェクト，宇宙開発事業団，日中科学協力事業等の支援を受けて行っている。また，宇宙開発

事業団により２００１年末に打ち上げ予定のADEOS搭載GLIセンサのアルゴリズム評価の基礎資料

ともなる。

各サイトで得られた観illI値は，千葉大及び東大気候システム研究センターで蓄積され，基本的に

公開されている。このデータを用いて，衛星データから推定される日射量等の評価を推進中である。

また，観測項目にあるエアロソル量と日射量の観測からエアロソルの放射強制を評価する試みを開

始している。

1.1.9分光型サンフォトメータの開発とオゾン量の推定に関する研究

（高村民雄，楠本健太郎，金田真一）

従来のフィルター型サンフォトメータに替わり，分光器タイプのサンフォトメータを開発した。

分光器タイプの特徴は，およそ350,ｍ～1100,ｍの広い波長域を連続的に計il1I可能なことであり，

エアロソルはもちろん，大気中の様々な吸収物質のスペクトルが同時に検出できることである。こ

れによって，エアロソルとともに吸収物質壁の同時推定が可能となる。分光器型サンフォトメータ

のもう一つの特徴は，フィルタータイプに比較して安定度が高いことである。これまでのサンフォ

トメータの最大の欠点である検定値の変動が，分光器型サンフォトメータによって，大きく改善さ

れることが期待されている。分光器型サンフォトメータは，市販の分光器を利用して改造したもの

と，システム全体を新たに設計開発したものがある。本研究では，市販分光器を改修したものを利

用した。

これまでの研究から，サンフォトメータで水蒸気量，オゾン量，窒素酸化物量などの推定が可能

なことは分かっており，幾つかの論文も発表されている。しかし，分光器型サンフォトメータは未
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だ一般的ではなく，その有用性も示されていない。本研究では，このような観点から，このサンフォ

トメータを利用する場合の，オゾンlit推定アルゴリズムの開発を行った。

オゾン員の推定には，最も良く用いられる紫外域ではなく，可視域のほぼ['１心にあるChappuis

,１Ｍ;を使用する。本研究では，全波長域からエアロソルのみと予想される波長を１１}いてその光学的1り

さを算出し，550ｍｍから620,ｍにかけて拡がるChappuis帯からその影騨を除いた。しかし，

エアロソルの消散の波長依存性が不Iﾘ}であることから，２祇類のfittingを用いて行う。また，この

吸収帯には，水蒸気，酸素の吸収帯がWrなっており，この影響を除くために液なる領域を除外した。

最適の吸収量の推定のために，オゾンのみと予想される波長のみを選んでFM諭値と比較する。ハ

ワイ・マウナロア観iM所での器材の検定を兼ねた観測結果では，エアロソルlTtの評価の仕方により

異なるが，いずれの方法でも１０％から２０％にほぼ入ることが確認された。

■１．２地球環境情報解析研究部門

1.2.1波浪の発達及び海表面境界過程の研究

（杉森康宏，鈴木直弥，趨朝方，諏訪純，小林大輔）

地球温暖化に影響を及ぼす炭酸ガスの海洋への吸収等を解りIするために，海洋の炭酸ガス収支に

直接関係すると考えられる海洋波浪，波浪の発達過程，特に砕波過程，海上風と海面粗度の関係な

ど海面境界過程の解析研究を行うことがとても重要な課題である。本研究では相模湾におけるiljj上

観ilIlI塔（防災科学技術研究所・平塚観測塔）とこれに係留したウエープライダプイによる波浪，ア

ナログ風向風速計による海上風の連続観測を実施し，現場!;|･ｉｌｌＩデータの解析を通して波浪の発達過

程，海上風と海面粗度の関係などの問題の解明を試みた。

1.2.2衛星マイクロ波センサー（SSMLSCAT）データの解析

（杉森康宏，鈴木直弥，大沢高浩，諏訪純，趙朝刀）

海面での炭酸ガス収支の見積を行うためのデータとして海上風の推定は不tiJ欠である。そこで人

工衛星マイクロ波散乱計による観測データ（EERS-1／SCAT）および，衛星マイクロ波放射計デー

タ（DMSP／SSMI）から得られる海上風速場と気象庁プイロポットによる海上風連，風向値との

比較を行い，衛星観ilIlIデータの実用性，観測精度について検討を行った。

1.2.3北太平洋における大気一海洋間炭酸ガス収支の研究

（杉森康宏，趣１W]方，大沢高浩，瓢岩大悟）

グローバルな傲域における炭酸ガス収支の見積のために，ＤＭＳＰ／SSMLEERS／ＳＣＡＴ，

ＮＯＡＡ／ＡＶHRR，等の衛星観測データから求めた風速，海表面水温の値をⅢい，既存の炭酸ガス

収支モデル（Liss,SIater:1974）から推定を行った。この結果を基に，海面のパプリング，白波の
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面積比を考慮した炭酸ガス収支モデルについて検討を行った。特に砕波を考慮したモデルから推定

した結果は，放射C14の結果と最も一致している事が分かった。

1.2.4内湾のエコーダイナミックスの研究

（杉森康宏，浅沼市男，諏訪純）

地球環境問題に加えて沿岸海域では湿地帯や干潟の消滅と環境破壊の関係が注目されている。特

に東京湾や大阪湾などのような半閉鎖的性内湾での富栄養化に伴う水質汚染は現在緊急に解決しな

ければならない課題の一つである。そこで本研究は大きく２課題に分かれ，（１）人工衛星

ＮＯＡＡ／ＡＶHRRの水温分布とＳＥＡSTAR／SeaWifsの海色リモートセンシングによる海洋表層の

植物プランクトン分布を内湾について解析する。（２）流体一生態系モデルを用いて博多湾に於ける

夏期の水質予測計算を行い，上記人工衛星資料と１０年間の現場調査データをもとにモデルの評価

及びモデル結果から推測される問題点について比較考察を行う，の２課題になる。今年は，東京湾

のＮＯＡＡ／ＡＶHRRの水温分布の各月平均の１年間分とSeaWifsの同時期の一部のデータの解析

を行なった。

1.2.5海色リモートセンシングによる植物プランクトン分布の解析

（杉森康宏，浅沼市男，趙朝方，諏訪純，大沢高浩）

海色リモートセンシングは，海洋表層のクロロフィル量（植物プランクトン量）を測定する。現

在，解析可能な海色リモートセンシング資料は，ADEOS-1／OCTS，ＳＥＡSTAR／SeaWifsの２種

類の資料である。この資料は，基本的に海洋の水産資源の基となる基礎生産量の把握のみならず，

地球規模の海洋におけるCO2ガスの消費の要因となり，且つ内湾・内海の富栄養化による沿岸汚

染の指標になる。今年度は，SeaWifSのレヴェルー３の資料を解析し，日本近海の基礎生産儲の抽

出（３０シーン）を行なった。

1.2.6次の４項目について学外共同研究を実施した。

（センター担当者：杉森康宏，田中佐，浅沼市男）

１）研究題目Ｉ北太平洋亜寒帯循環と気象変動に関する国際共同研究

（亜寒帯域における大気・海洋炭酸ガス収支の観測）

学外機関：秋山正寿・東海大学海洋学部（科学技術庁委託）

２）研究題目：３次元的水産資源量推定手法の開発

学外機関：渡辺好明・水産庁

３）研究題目：ＡＶHRRデータによるアジア域における地表面被覆分布図の作成

学外機関：高木幹夫・東京理科大（科学技術振興事業団委託）

４）研究題目：人工衛星MODISのアルゴリズム開発研究

学外機関：田中佐・宇宙開発事業団
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1.2.フステレオ画像を用いた草丈計測に関する研究

（本多嘉明，梶原康司）

衛星データから草本植生のバイオマス推定を行なう際，草丈をパラメータとして導入することが

可能となれば，推定精度が向上する。しかしながら，現地観測において大面積を代表する草丈の計

測は困難であった。本研究ではステレオ画像を用いた高さ計測手法を用いて短時間に草丈の計測サ

ンプルを多量に取得する手法について研究した。その結果５ｍｍ程度の誤差で草丈計illIが非接触で

可能となった。また，計測時間も短縮されたため大面積を代表する草丈を短時間のうちに計測する

ことができるようになった。

１．２８３，レーザプロファイラを用いた草本植生の３次元構造計測に関する研究

（本多嘉明，梶原康司）

衛星データから草本植生のバイオマス推定を行なう際，現地観測にて取得したバイオマスの実測

値を用いてモデル構築を行なう必要がある。一般的にバイオマス計測では刈り取り調査が実施され

る。しかしながら，刈り取りは破壊計il1lであるため，同一地点における草の生長を追う事ができな

い。また，刈り取りは非常に時間を要する作業であるため，サンプル数を増やすことが極めて困難

である。本研究では３Ｄレーザープロファイラを用いて多方向から草本植生群落の３次元情報を取

得し，その情報（３次元位置情報）からバイオマスを推定する手法を検討した。

１２．９衛星データを用いたカラマツ林の葉量推定に関する研究

（本多嘉明，梶原康司）

森林における植物生産量を衛星データから推定するためには，衛星で取得されるスペクトル情報

から樹冠部の葉量を推定するモデルが必要となる。本研究ではリタートラップによって落葉と樹幹

部の反射スペクトルを時系列で取得し，樹冠部の葉量を推定する手法を開発した。

１．２．１０林床における透過光照度計測手法に関する研究

（本多嘉明，梶原康司）

森林における植物生産量を衛星データから推定するためには，樹木によって吸収される光景を推

定するがある。その推定モデルを構築するうえで，林床部に到達する光量の実測が重要となる。し

かしながら，林床部への到達光の空間分布は一様でないため，光量を面的に計測するためには多点

の短時間内計illIが必要となる。

木研究では照度の空間分布を保持したまま計測点数を軽減するための手法を開発した。その結果

従来の半数以下の計測点数で同計測が可能であることを示した。
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１．２．１１低解像度衛星データを用いた自然林・人エ林判別に関する研究

（本多嘉明，梶原康司）

衛星データを用いて，キャノピー形状の違いから人工林・自然林の判別を行なった。一般に，光

学センサーを用いてキャノピー形状の違いを判別することは困難であるが，本研究では低解像度セ

ンサーであるＮＯＡＡ／ＡＶＨＲＲデータを用いた。異なるパスから同一地点を観測したデータを用

い，二方向反射特性の違いを利用して判別を行なうことが可能なことを示した。

１．２．１２グローバル衛星データの精密幾何補正法の開発

（橋本俊昭）

全球観測を行っている低～中分解能光学センサ画像の精密幾何補正法の開発を進めている。本成

果が全球の雲なしコンポジット画像作成に利用される。これまでに，ＮＯＡＡ／ＡＶHRR，ADEOS／

OCTS，EOS-Terra／MODISおよびADEOS-II／GLIに関して開発済みであり，ＡＶＨＲＲは本セン

ターのＧＡＣの全球コンポジット画像作成に利用されており，OCTS，MODISおよびＧＬＩは

NASDAで利用されている。

１．２．１３マンセル色空間における肌色再現評価

（三森満：大沼一彦｡｡，池田卓…，三輪卓司…）

・博士前期課程像科学２年，“情報工学専攻，…環境リモートセンシング研究センター

先ず，現行カラーリパーサルフィルムの再現特性を知り，次に，肌色に対する再現色の好ましさ

の傾向を得るために肌色領域と対応するマンセル色票を用い，フィルムで再現された肌色をマンセ

ル色空間で解析するとともに，心理評価を行う事によって，再現色の明度，色相，彩度がどの様な

範囲に収まる事が，一般的に好まれるかの解析を行った。その結果，実際の人物写真で再現された

肌色領域を，平均値と標準偏差で纏めると，色相はマンセルＨｕｅで３ＹＲ～7ＹＲ，標準偏差が約

0.7～１３で肌色再現は自然に感じられる。彩度はマンセルＣｈｒｏｍａで４．５～5.5であり，標準偏差

がｑ５～1.0の範囲が自然と感じられる。平均値，標準偏差ともに大き過ぎると不自然な感じを受け

る。好ましい肌色再現は，肌色領域においてＨｕｅのズレが特に影響する。以上の結果は，色再現

設計に重要な情報である。

１．２．１４ポット中で種々の施肥量で育成後，水ストレスを与えたトウモロコシ，ダイズ葉の反射,

透過率と生理物理量の関係

（三輪卓司，干貴瑞零）・千葉大学園芸学部

表記題目に関連した共同研究を実施し，多くの結果，特に，全種類の植物葉に適用できる含水量

と反射率，透過率の関係を得て来た。更に研究を実施する必要が感じられたが，千先生の帰国の為

に昨年度までで終丁とし，これ迄の結果の纏めを行った。
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１．２．１５光エネルギー積算量の違いが，耕作放棄後の草本群落の種類，組成，種別の量的構成と

繁殖能力に及ぼす影響

（三輪卓刺，大賀宣彦.）・干災大学理学部生物学科

耕作放棄腔地を耕し，４段階の透過率の異なるネットを懸けたトンネル中の土壌を丹念にＭ１物の

根等を除去後，調杏反面を繩張りした。トンネルの中央部に光強lir検出用のセンサを取り付け，太

陽屯池を電源とするデータロガーで，連続的に３０分に１度光強度を記録した。また，並行して温

度も記録した。これらのデータは約１月に１度データを回収した。更に，約１月に１度成長してい

る植物の観察，記録を実施した。準備に手間取り，植物の観察，記録を担当した大賀の体調不良か

ら，又期に発芽する植物の調査だけになってしまったので，２００１年度に継続して観察，；｡録を実

施している。

１．２．１６樹木葉の透過スペクトルの照射角，観測角による変化の測定装置の試作

（三輪卓司，池田卓）

昨年度秋期に試作した樹木葉の反射スペクトルの照射角と観測角による変化調べるための装侭を

改良して，透過スペクトルの照射角と槻illI角による変化を測定可能な装置を試作した。これは，固

定された試料：樹木葉の直後に，ほぼ密接させてリモートコサインレセプターを配置する形式で達

成した。装慣の特性を種々の方法で洲べ，リモートコサインレセプターは，入射面の法線方向から

約60.の光はほぼ完全に収集し，それ以上の角度の光も収集するが，その度合が急激に低下する

事を確認した。また，透過スペクトルは，測定可能な場合には，反射スペクトルより少し的確な傭

報を与える事を確認した。しかし，反射スペクトルの場合と同様に，使用した分光放射計の特性上，

一定条件下での角度変化を測定する瓢はlll来ず，種々の角度でスペクトルから，データ編集により

角度変化を得る事しか出来ない。これは，角度変化測定装置としては，かなり大きな欠点となるた

めに，一定条件下での角度変化を測定可能な装置の開発を今後試みる必要がある。

１．２．１７樹木葉のスペクトルの照射角または観測角による変化

（三輪卓司，池田卓）

昨年度秋期に樹木葉の反射スペクトルの照射角と観測角による変化調べるための装置を試作し，

試験的データを取得して，装圏がIIi常に動作している事を確認し，樹木葉のスペクトルの照射角と

観illI角による変化の概要について発表した。この研究では，樹木葉の透過スペクトルの照射角と観

ijlll角による変化を測定出来る装IiVHに改良し，先ず良好な結果が得られる事を確認した。次に，落葉

広築樹３種，常緑広葉樹２和の反射と透過スペクトルの照射ｊｑと鯉illll角による変化を詳細に綱べた。

反射と透過スペクトルは，透過スペクトルの方が的確な情報が得られる様子ではあるが，ほぼ同様

な結果を与える事を確認した。葉本来のスペクトル特徴は，何れの角度に於いてもほぼ同様に観測

される。また，反射率，透過率共に角度の増加に伴って少し噌加する。その他に種々の角度依存性

が認められるが，何れも主として葉の表面状態，特に葉脈の櫛造に依存する事が確認された。
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1.2.１８アジアの土地被覆モニタリングに関する研究

（建石陵太郎，朱林，江幡光彦，島崎康信）

アジア各地域における土地被覆，植生モニタリングの研究を行った。ロシアにおける森林の

phenology変化に関する研究，バイカル湖の南のセレンゲ川流域における土地被覆モニタリング，

中央アジア全域における植生phenology解析などの研究を行った。また，SPOT-4／

VEGETATIONによる全球土地被覆分類のプロジェクトにも参加し，アジア部分を担当している。

全球，大陸規模での土地被覆モニタリングを行うときに重要なグランドトルース・データベースの

構築の準備を行った。

１．２．１９時系列ＡＶHRRデータの補正と植生変動解析に関する研究

（建石陸太郎，近藤昭彦，朴鍾窓，遅沢lllii，加野北斗）

時系列ＡＶＨＲＲＮＤＶＩデータに対して雲，ノイズの影響を除去するTemporalWindow

Operation（TWO）法を完成させた。１９８１年から２０００年までのグローバルＡＶＨＲＲＮＤＶＩデー

タにＴＷＯ法を適用することにより２０年間の10-daycompositeNDVIデータを作成した。このデー

タは公開するために準備中である。グローバル時系列ＮDVIデータとWarmlndex（ＷＩ)，降水量

とをグローバルに比較することにより，気象条件と植生変動との関係を分析した。

１２．２０グローバル土地分類のための標準分類システムに関する研究

（建石陸太郎，佐藤浩）

グローバルな土地利用／土地被覆マッピングは地球環境の研究においてその重要性から，いくつ

かの国際プロジェクトが平行して進行している。MODISLandCoverプロジェクト，GLC2000プ

ロジェクトなどである。これらのプロジェクトは，対象が同じ全球陸域でありながら，独自の土地

被覆分類システムを決めている。本研究では，複数プロジェクト，研究者間での協力と情報の交換

を目的として，標準土地分類システムの構築のための研究を行った。まず，土地被覆情報の地球環

境研究のおけるニーズ調査を行い，標準化を試みた例であるＦＡＯのLandCoverClassification

System（LCCS）の分類システムを調査し，GlobalMappmgプロジェクトで適用可能な新しい分

類システムを構築した。

１．２．２１ＳＡＲデータによる熱帯林地域の環境モニタリングに関する研究

（建石陸太郎，ヨサファット，レンチン・ツオルモン）

雲の多い地域に適用可能なＳＡＲデータによる熱帯林地域の環境モニタリング関する研究である。

ＳＡＲデータを用いて，森林の樹径，樹高などの森林パラメータを推定する研究，ＳＡＲデータによ

り山火事後の炭素蓄積量を推定する研究，を行った。第一の研究では，木材のサンプルにマイクロ

波を照射し，散乱強度をillI定することによりＳＡＲデータと樹幹直径との関係を求めた。第二の研
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究では，蓄積炭素層の厚さを推定する手法を開発した。また。第三の研究として，熱帯林地域にお

ける希少動物の生息地域のモニタリングなどの研究を準備中である。

■１．３データベース研究部門

1.3.1可視・近赤外衛星画像の時系列データと地上における水文・植生状態量，フラックスとの

関係（継続）

（近藤昭彦）

衛星リモートセンシングの広域フラックスヘのオペレーショナルな応用を目的とした表記の課題

を継続して実施している。昨年度までに草地に対する詳細な検討を学会誌等に公表した。今年度か

らは様々な植生群系に対して，時系列スペクトルと観測フラックスの関係に重点を移した。今年度

実施の観測地点は，琵琶湖北岸落葉広葉樹林，釧路湿原（この二つは共同利用研究)，中国華北平

原の小麦，トウモロコシ圃場である。

1.3.2衛星フェノロジーに関する研究

（近藤昭彦，建石隆太郎，朴鍾窓，テグプラヨゴ，エレノラルンッヌウ）

衛星データによる植物季節（フェノロジー）と気象要素,フラックスの関係について検討した。全

球時系列ＮDVIを使った結果では，植生指標で表される植生活動の年々変動は，気温あるいは降水

量の年々変動と極めて良く一致し，地域によりエネルギー依存あるいは水依存の生活形の植生帯の

分布が明らかになった。また，植生活動と大気のCO2濃度変動の相互作用に関するシグナルを得た

が，今後の重要検討課題である。また，東南アジアＡＶHRR／HRPＴデータセットを用いた研究で

は，水に対して敏感に応答する熱帯地域の植生の応答特性が明らかになった。

1.3.3環境研究のための地理情報データベースの構築（継続）

（近藤昭彦，小口高）

広域が関わり，地域の個性がその現れ方に大きな影響を及ぼす環境問題への対処には地理情報シ

ステム（GIS）とリンクしたデータベースが適切なフレームワークを提供する。そこでＧＩＳとリン

クすることが可能な位置情報のフィールドを持つ観測事実のデータベースの構築を進めている。今

年度はすでに構築したデータベースを維持，更新するとともに，新たなデータベース項目の追加を

行った。なお，データベースは以下のＵＲＬで公開している。

http://aquacr・chiba-uacjp/gdes/index,hｔｍｌ
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1.3.４アジア・太平洋地域における比較水文学的研究（継続）

（近藤昭彦，エレオノラルンツヌウ，アグンブディハルト）

アジア・太平洋地域の水文学的特性を理解するために，様々なデータを利用して，主題図を作成

し，以下のホームページに掲栽した。

http://aquacr・chiba-u・acjp/gdes/globaldatasets､ｈｔｍｌ

この研究は，UNESCO／IＨＰのアジア・太平洋FRIENDプロジェクトの一部として実施してお

り，海外の方々にアジア・太平洋地域の特徴を知って頂くことを目的としてホームページで公開し

ている。また，アジア各地で実施している地域研究を広域の中に位置づけるためのフレームワーク

として機能することも目指している。

1.3.5中国華北平原の水循環に関する研究（継続）

（近藤昭彦，唐常源，佐倉保夫，新藤静夫）

中国華北平原の水問題に関する総合的な研究を継続して行った。本年度は河北省の三カ所の観測

所で実施している水文観測を継続するとともに，観測項目の追加を行った。楽城観測所では，浸透

過程を測定し，平原部における地下水涌養を検討するために，自動テンシオメーターおよびＴＤＲ

土壌水分計を設置した。また，衛星による可視・近赤外データと同質のデータを得るため，光量子

計とアルベドメーターを設置し，小麦とトウモロコシについて可視・近赤外の反射輝度の連続観測

を実施した。機器のメンテナンスも順調に進んでおり，長期のフラックス観ijMlデータが集積されつ

つある。今後解析を進める予定である。

1.3.6千葉県の環境変化に関するデータベースの構築と応用（継続）

（近藤昭彦，飯村晃，町田巧，小山田幸恵，細川覚）

千葉県公共水域水質観測データを利用して，ＧＩＳ上でデータベース化を行った。その結果，千葉

県の河川水質の地域分布が可視化され，その形成要因に関する考察が様々な主題図と重ねることに

よって可能になった。作成した主題図はホームページで公開する準備中である。また，千葉大学で

蓄積してきた過去の水文観測データについてＧＩＳデータベースに追加を進めており，千葉県の環

境変化に対する総合的なデータベースを近日中に公開できる予定である。

1.3.7衛星データの自動大量処理に関する研究

（梶原康司，本多嘉明）

近年，地球観測衛星によって取得されるデータの容量は急激に大容量化している。これまでのシー

ン毎の処理形態を前提とした処理システムでは，計算機の高速化を勘案しても,近い将来に処理速

度がデータ量に追いつかない状況が訪れることは明白である。そこで，本研究では高速ネットワー

クと多数のＰＣを用いた分散処理システムの構築をおこなった。分散化に伴うデータファイル数の
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増大をデータベースと処理システムを連携させることにより，処理結果データの利用時にも超大容

量ファイルをユーザーが読み込む必要のないシステムの開発が実現した。

1.3.8植物プランクトン基礎生産力モデルの研究

（浅沼市男，杉森康宏，安田嘉純）

基礎生産力は植物プランクトンの炭素同化作用による無機炭素を有機炭素へ変える能力を示す。

地球全体の炭素循環問題は，地球の温暖化現象と絡み，重要な問題であるが，炭酸ガスの移動量は

正確に把握されていない。特に海洋の炭素蓄積能力に関しては，植物プランクトンよりも有色溶存

有機物による炭素蓄枇能力が上回るとの仮説もある。植物プランクトンの雌礎生産力推定手法の研

究は，重要な研究課題である。ここでは，OCTS，SeaWiFSの海色センサーによるクロロフィル濃

度分布から，植物プランクトンの基礎生産力を推定するためのモデルの研究を継続してきた。本年

度は，これまでの深度解析型の基礎生産力モデルを発展させ，光合成有効照度の日照時間を考慮し

た時間及び深度解析型の基礎生産力モデルを構築した。日本近海及び西部太平洋赤道域における現

場観測基礎生産力観測データをもとに，モデルの検証を実施した。

■１．４データベース開発運用部

1.4.1海水中を通した光の空間コヒーレンスの測定

（岡山浴）

実験室内で海水を用い，その中を通った光の空間コヒーレンスの測定から，塩分濃度，解けてい

る微生物の量，等が確認できる。

1.4.2衛星データによる乾燥地の植生のモニタリング（継続）

（石山陸）

植生と電磁波との相互作用は複雑で，衛星データから植生のバイオマスを定斌的かつ効果的に評

価することは簡単ではない。植物の特徴的な反射特性を利用して，植生モニタリングのためのアル

ゴリズム（植生指数）が提案されている。代表的な植生指数としてＮＤＶＩ（正規化植生指数）があ

り，この手法を用いて地域や地球規模の植生分布図が作られている。しかしNDVIでは乾燥地など

の植生の疎らな領域では背景の土壌からの放射量の影響が強いため，見かけの植生指数が大きくな

る。本研究では過去に提案されたいくつかの植生指数を検討し，それらの植生指数の欠点を補完す

るアルゴリズムを|)M発した。提案されたアルゴリズムや他の植生指数を検証するために，米国アリ

ゾナ州Phoenix付近においてLandsatTMと同期観測を実施した。現地検証調査においては植生被

覆率やバイオマスを実測し，それらの植生の物理量と衛星データから得られた械生指数との関係を

評価した。
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1.4.3植生被覆率による分光反射率の変動（縦続）

（石山隆）

植物の特徴的な反射特性を利用して植生モニタリングのためのアルゴリズム（植生指数）が提案

されている。代表的な植生指数としてＮDVI（正規化植生指数）がある。これは可視部の赤バンド

と近赤外バンド，例えばＭＳＳのバンド５と７，ＴＭではバンド３と４，ＮＯＡＡ／ＡＶHRRではバン

ド１と２などを用い，両者の正規化された差によって定義される。この手法を用いて地球規模や地

域の植生指数図が作られている。しかしそれらの植生指数と植物の物理量（例えばバイオマス）や

植生被覆率との関係は明確にされていないのが現状である。本研究では農林水産省草地試験場にお

いて，分光放射計によって実illIIされた草地の反射スペクトルとその被覆率，バイオマス（LAI，ク

ロロフィル量）との相関を解析中である。

1.4.4野外型方向性反射観測装置による地表の反射（継続）

（石１１１陸）

分光放射計によって得られる反射係数は，太陽，対象物，分光放射計の位置関係など，観測時の

幾何的条件によって異なる。近年，衛星データから植生，土壌，岩石等の地表面の反射率を解析す

るとき，衛星の観iHI角や太陽高度，太陽方位などの幾何的位置を考慮して解析されることが多い。

術星データの放射昂の補正等のための基礎研究として，分光放射計による地上でのＢＲＦ

(Bidirectionalreflectancefactor）観測の実験が行われている。木研究では当センターとオプトリ

サーチ（株）が共同開発した野外型方向性反射観測装置により，いくつかの地表状態の観測角およ

び太陽高度の違いによる反射の変動について研究する。なお本研究は奈良女子大学との共同研究で

ある。

1.4,5新彊ウイグル南部の地表状態の調査（新規）

（石11ｌ隆）

近年，中国新騒ウイグル南部のオアシス周辺では砂漠化が深刻である。この原因は完全には解明

されていないが，降水量の減少，気温の上昇などの気象の変化による地域の乾燥化が大きな原因で

あろう。加えて人為的な要因，例えば濯慨用水の無計画な取水，樹木の過剰な伐採などを背景とし

た，土壌の塩類集積や飛砂が地表の環境の悪化を加速する。砂漠化のような乾燥地特有の環境変動

を研究するためには，その植生分布を精度よく評価することが重要である。本研究では中国タリム

盆地南部のオアシス周辺を対象域として，砂漠化の指数となりうる植生環境を評価するために，衛

星データから求めた植生指数と植生の物理量との相関を解析する。主な調査項目は衛星から観測が

可能と思われる植生被覆率，バイオマス，ＬＡＩ（葉面積指数）などである。
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1.4.6リモートセンシングによる植物栄養診断に関する研究（継続）

（本郷千春）

生態系が環境の彩騨を受けると，その変化は代謝や養分吸収のようなキャノピーの生化学的性質

の中にあらわれる。キャノピーの生化学的変化をリモートセンシングによって検１１)できれば，炭素

や養分のソースとシンクの空間的な広がりと変動を知ることができる。木研究では，リモートセン

シングを利用してｌｉＭ２のケミカルコンポーネントを把握し，各成分のスペクトルと生理・生態学的

特性との結びつきをもとにした構成成分の簡易検出を目的としている。また，栽培品禰の植物に対

しては，ケミカルコンポーネントの検出結果をもとにした生育の矯正手法についても検討を行う。

1.4.7植物生理・生化学の非破壊計測に関する研究（継続）

（本郷千春）

本研究では，リモートセンシングによる植物のストレスの早期検出およびモニタリングを目指し

て，ストレスを付与した植物の分光反射特性の測定を行った。さらに，ストレスに対する植物の反

応を生理生態学的な側面から比較・検討するために光合成速度および気孔コンダクタンスの測定を

行い，分光反射特性との関係を調べた。

1.4.8高解像度衛星データを利用した|Ｔ農業・精密腿法による環境保全型農業システムの開発

（継続）

（本郷千ｲﾄﾞ）

高品質作物の我端や環境への負荷低減化実現のために，精槽農法が注目されている。特に，圃場

面積が小さく複数の作物がランダムに作付けられて栽培されているような，我が国の農業分野への

利用に期待が高まっている。ここでは，圃場単位での可変管理を行うための新しい技術の開発を目

指している。本年度は４，解像度のIKONOSデータを利用した場合の精裕農業の可能性について

検討を行った。本研究は，千葉大学，農林水産省，三菱商事，ズコーシャとの共同研究の一環とし

て行われている。
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[２］共同利用研究

■２．１プロジェクト研究

本センターが推進する中心的研究課題「リモートセンシングによるアジアの環境変動地域のモニ

タリング」に関わる共同研究であり，平成12年度は次の４件を採択した。

研究課題ADEOS／POLDER及びNOAA／AVHRRデータによる春季の日本近海における大気エ

アロゾルの光学バロメータ分布の推定とその相互比較に関する研究

課題番号Ｐ2000-1

研究者川田剛之（金沢工大・教授)，川崎明宏（気象研究所・研究官）

対応教員竹内延夫

概要：ADEOS衛星搭載POLDERセンサやＯＣＴセンサ及びＮＯＡＡ衛星搭載ＡＶHRRセンサ

によって観ＩＩＭＩされた衛星画像データを用いて大気エアロゾルの光学的パラメータの抽出を実施した。

本研究において２つの抽出手法をPOLDERデータに適用し，抽出結果を観測データと比較検証し

た。最初の手法は近赤外単バンドの反射率と偏光度情報を利用する多観測Ｒ－Ｐ手法であり，２番目

の手法は近赤外の２バンドの反射率情報を利用する多観測Ｒ－Ｒ手法である。その結果，最初のＲ－Ｐ

手法によるパラメータ抽出結果の方が大気観測結果に合っているという知見を得た。更に，単一観

測角Ｒ－Ｒ手法をＯＣＴＳデータとＡＶＨＲＲデータに適用した結果と多観測角Ｒ－Ｐ手法をPOLDER

データに適用した結果との比較も実施し，エアロゾルの光学的厚さに関しては両者の結果は良い一

致を見たが，オングストーム指数に関してはＲ－Ｒ手法は信頼できないことが明らかになった。

研究課題マングローブ林林分要素の現地調査法の開発

課題番号Ｐ2000-2

研究者佐藤一絃（琉球大学農学部）

対応教員建石峰太郎

概要：潮汐の影響を受け，泥檸な立地でのマングローブ林の林分要素に関する調査は困難であ

る。従来その材積は，伐倒してまたは登って所要の間隔で太さを測り，その間隔とから区分求積法

で求めた。伐倒できない場合は登って太さを測るが，樹高が大きい場合危険を伴い，困難で精度が

低下する。その問題を解決するため，伸縮するパイプの先端に遠隔操作できるデジタルカメラを取

り付け，所要の高さで幹を撮影するシステムを試作・検討した。カメラは６個のレーザーポインタ

を収納した箱の上に固定され，箱ごと水平に360･回転できる。レーザーポインタは平行に固定さ

れているので，対象の幹に数個の赤いポイントを映し込めば，それを長さの基準として画像から太

さを計算で求められる。１点から距離の異なる周囲の立木をズームアップして撮影し太さを求める

場合に，この基準は有効である。１５ｍまで測定できるようにしたが，パイプの重量が大きく操作

性に問題を残している。現地での比較では，熟練した人間による方が早かったが，樹高の測定精度

と危険性の点で本システムには長所があり，引き続き操作性の向上を検討し，有効なシステムとし
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て完成させる予定である。

研究課題森林地，水田地における正規化植生指標と葉面積指数，蒸発散量との季節変化の特性に

関する研究

課題番号Ｐ-2000-3

研究者戎信宏（愛媛大学鰹学部・助教授)，西川教（愛媛大学農学部・助手)，吉ｌＨ弘

（徳島大学工学部・助教授)，中北英一（京都大学大学院工学研究科・助教授)，lllIl1賢

治（京都大学防災研究所水資源研究センター・助手）

対応教且近藤昭彦

概要：正規化植生（NDVI）と蒸発散量の関係を調べるため，地上で観測できるＮＤＶＩ;fillI方

法を１１}いて検討した。森林観測の結果，地上観測によるＮＤＶＩＩｉＩ〔の季節変化とランドサット衛脇デー

タから求められた季節変化とを比較すると，非常に対応がよいことが明らかになった。地|:iiMiI(Ｉの

ＮＤｖＩ値と蒸発散量，葉面積指数（ＬＡI）さらにはペンマンモンティース法の群落抵抗とのUU係を

調べた。その結果，NDvI値はＬＡIと相関が高かった。また，移動平均した群落抵抗との相ＵＵも見

られ，蒸発散量とは相関はよくないものの，蒸発散量の最大値に相関関係が見られた。

研究課題リモートセンシングによる植物群落の生理的形質・生産性の解析

課題番号Ｐ2000-4

研究者磯田昭弘（千葉大学|劉芸学部・助教授)，秋山侃（岐阜大学流域環境センター・教授)，

ハンドコ・アンバー（lqll戸芸術工科大学・助教授）

対応教員安田嘉純

概要：植物群落の生理的形質・生産性の非破壊的解析のプロトコル開発を目的に，乾燥地と湿

潤地での作物のストレスに対する生理的反応を非破壊的に収集し，比較検討した。乾燥地である中

国新瓢ウイグル自治区において，ワタに水分ストレスを与えた場合の光合成関連形質，蒸散速度，

葉温をi(Ｉ定した。湿潤地であるI]本松戸市において，ダイズとラッカセイに小葉の調位迎動を抑制

することにより，光合成系に熱ストレスを与え，熱ストレスが葉iHl，瀧散速度，光合成関迎形質へ

及ぼす彫孵から，ラッカセイの光合成とその関連形質の相互|jQ係を検討した。乾燥地では，水分ス

トレスにより蒸散速度が低下し葉温が上昇した。水分ストレスの藤度が大きく，葉温の上昇した区

ほど光合成の光化学系Ⅱの能力が低下し，光阻害が生じることがわかった。しかし，ワタの子実生

産の面からみると，ある程度の水分ストレスが存在する方が，‐r実への乾物の転流が大きくなり子

実生産にとって有利となることが認められた。湿潤地においても，ダイズとラッカセイの葉の調位

述動を抑える処理を行うことで，葉温の上昇が認められた。しかし気温の上昇がそれほど大きくな

く，また水分が十分にある状態であったため，葉の調位連動を抑えることによって起こる熱ストレ

スは，光合成の光化学系Ⅱへ影辮を及ぼさなかった。また，乾物生産および収量に及ぼす彩孵もみ

られなかった。以上のことから，光合成は水分ストレスの有燃により，熱ストレスによる光合成関

連形質に及ぼす影響が異なることが推察された。特に湿潤地においては，かなりの葉温の上昇をも

たらさない限り，熱ストレスによる光合成の光化学系Ⅱへの影騨はみられず，乾物生産への影縛は

小さいものと考えられた。
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■２．２一般研究

リモートセンシング・地理情報システムを主たる解析手段とする環境に関する研究，リモートセ

ンシングの応川を推進するための野外観測やセンサーの開発等に|RＩする研究，あるいはCEReSが

受信・アーカイブするデータや提供するデータベースを利用する研究であり，平成12年度は下記

の研究課題を採択した。

研究課題黄砂と火山性エアロゾルの衛星データ解析

課題番号Ａ2000-2

研究者木下紀正（鹿児島入学・教授)，菊川浩行（鹿児島大学・教授)，矢野利明（鹿児島大学・

教授)，飯野直子（鹿児島大学・教務職員）

対応教ｌｌ竹内延火

概要：ＮＯＡＡ／ＡＶHRRの熱赤外輝度温度差を用いて1997-2000年の黄砂を解析した。同様の

方法はＧＭＳ-5／VISSRデータによる2000年黄砂の解析でも有効であった。桜島噴煙とともに，三

宅島2000年IIi火による噴煙をＡＶＨＲＲなどの衛昆画像データから検IIL，火111ガスの移流・拡散

との関係を鉛111(シヤーモデルを用いて追究した。三宅島噴煙は水分主体で火111灰をあまり含まない

ために，熱亦外繩度温度差による検出法は有効でなく，代わりにＡＶＨＲＲ－１と２の差が有効であっ

た。これらの結果は衛星画像ネットワークグループ鹿児島のホームページｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ‐

scLedu・kagoshima-uacjp/Sing／の中の

Ｋ・気象衛腿ノアによる黄砂の検出，

Ｍ一二宅脇2000年噴火の衛星画像

02001年ＮＯＡＡ／ＡＶＨＲＲによる＝宅島の噴煙

で公開している。

研究課題リモートセンシング技術の大気環境動態解析への応用

課題番号Ａ2000-3

研究者森11l茂男（千葉県環境研究所・所長)，藤田明宏（千葉県環境研究所・次長)，鈴木将夫

（千葉UiL環境研究所・大気第一研究室長)，伊藤昭治（千葉UiL環境研究所・大気第三研究

霊長)，岡崎淳（千葉県環境研究所・主任研究員)，内膿季和（千葉県環境研究所・主

任研究口）

対応教且竹内延夫

概要：千葉大学と共同で自動観測ライダーの連続運転を千葉県環境研究所で行った。コンピュー

タと信号処理装ｉＨのタイミングのミスマッチにより，ときどき停1上するものの，ほぼ辿続したデー

タが得られた。そのデータから，大気混合層の高度の変化を求めた。朝方，風系が陸風から海風へ

変化すると混合liVil断度に不述続な変化が現れることがしばしば見られた。また，岐大混合層高度は

春季（３－５)]）にかけて高くＬ５～2kｍをとり，秋季（８－１２月）は１kｍ懸度と低いことが観察

された。また，千葉における浮遊粒子状物質の濃度のサンプリングと成分分析を定期的に行った。

これらの知見を含めて，今後，地上測定局の観測データと比較していく７疋である。
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研究課題西部熱帯太平洋海域における太陽放射エネルギーとエアロゾル観測：エアロゾルの衛星

海色データへの影響

課題悉号A2000-4

研究者香西克俊（神戸商船大学・助教授)，石田贋史（神戸商船大学・教授）

対応教、竹内延夫，高村民雄

概要：西部赤道太平洋海域において1999年（MR99-KO3航海）及び2000年（MROO-KO4航海）

海洋科学技術センター所属研究船みらい上においてエアロゾル光学的厚さと正規化された海面から

のＭｆﾘき放射輝度が観ｉＭされた。現場観iIIIは海色観測衛星SeaWiFSと|可期しており，SeaWiFSか

ら得られたエアロゾル光学的厚さとIE規化された海面からの」を向き放射輝度プロダクトは現場観測

データにより検証された。西部赤道太平洋海域における過去のＮＯＡＡ／ＡＶＨＲＲやSeaWiFSから

導かれるエアロゾル光学的厚さを利用することにより，２つの航海期間中得られたエアロゾル光学

的)りさを時間空間的に比較した。比較の結果，現場エアロゾル光学的厚さは季節変動における低い

期間の他に対応していることがlﾘIらかになった。

研究課題TERRA／ASTERの大気補正アルゴリズムの検証

課題番号Ａ2000-5

研究者森山雅雄（長崎大学工学部情報システムエ学科・助教授）

対応教貝竹内延夫

概要：TERAA／ASTER可視近赤外域における大気補正処理の検証のため，以下の項|=|を実

施した。

(1)現行の大気補正処理では，エアロソルの光学的厚さの気候値を用いている。現行手法の梢度検

証のため，米国ネバダ州RailroadPlaya，IvanpabPlaysにおけるエアロソル光学的厚さの直達日

射計による実測値を用いて大気hlilEを行い，現行手法の結果と比鮫した。地表面反射率の推定誤差

より，現行手法は２０％程度の誤差をもつことが示された。

(2)現行手法はエアロソルの特性(『〔として，光学的厚さとJungeparameterを入力する必要があ

るが，Jungeparameterをエアロソルの光学的厚さの分校計ilIIIfから決定するのは困難である。そ

こで，大気補正処理により求められる地表面反射率を用いてJungeparameterを推定する手法を

開発した。この手法は地表面放射率《，エアロソルの光学的厚さの地上観測値をもとに，推定される

各分光チャンネルでの地表面放射率と，計算により求められる地表面反射率の差を鼓小とするよう

なJungeparameterを求めるものである。本手法をもとに，ＴＥＲＡＡに搭載されているMISＲセン

サから得られるエアロソルの特性IifjをASTER大気補正処理で利用できる形式に変換することが今

後のＨ標となる。

研究課題

課題番号

研究者

対応教且

概要：

ライダー観測に関するエアロゾルの光学的性質の研究

A2000-6

野口和夫（千葉Ｔ:業火`､jA1u気工学科・講師）

竹内延夫

(1)ライダーに必要なエアロゾルの光学的なパラメータ（S,パラメータ）を化学成分分
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折から求めるために，千葉地域においてエアロゾルのフィルタ・サンプリングを行い，分析を千葉

大学と共同で行った。その結果，千葉地域では，エアロゾルの光学的なモデルは都市型と海洋型の

線形結合で良い近似が得られることが分った。化学組成から求めた波長532,ｍのＳｌパラメータは，

２０から６０srの幅広い値を取り，春季・夏季にくらべて秋季・冬季は値が大きくなる傾向を示した。

また，土壌粒子の非球形性を考慮に入れた計算では，すべての粒子が球形であると仮定した時に比

べて２割程度，Ｓ,パラメータが大きくなった。

（２）ライダーによるエアロゾルの拡散の測定を習志野市内で行い，自動車沿道における排ガスが

風下方向へ拡散する状況を測定した。その際，高度方向には２０ｍ程度の拡散で，主として風下風

向に拡散されることが観測された。

研究課題OCTS／POLDER複合データによるエアロソル情報の推定に関する研究

課題番号Ａ2000-7

研究者福島甫（東海大学開発工学部・教授)，見冨恭（財団法人リモート･センシング技

術センター・研究員）

対応教員高村民雄

概要：近年，海中における太陽反射光のスペクトル特性を計i川することにより，海中に存在す

る植物プランクトンや懸濁物質の量を推定しようとする研究が行なわれている。海水から射出され

るスペクトル情報を衛星による観illIから得ようとする場合，その輝度の割合は全観測輝度の１０％

以下であると言われており，これら以外の大気による吸収・散乱の効果を如何に精度良<見積もる

かが重要な問題となる。特に，大気中のエアロソル粒子の存在は，時空間的な変化の大きさから，

各観測ピクセルに対する光学的効果を理論計算のみから決定することは困難であり，それらを衛星

データ自身から如何に見積もるかが課題となっている。本研究では，昨年度検討を行なった「衛星

多視角観測情報を用いた大気補正手法」の精度向上を目的として，多視角・多波長の両者の情報を

併用したエアロソルの光学特性推定アルゴリズムの検討を行なった。本手法は，典型的な１０種類

のエアロソルモデルに関する“エアロソル光学的厚さに対する散乱輝度反射率の依存性鰯および

“エアロソルの光学的厚さに対する近赤外２波長における散乱輝度反射率比の非依存性”を利用し，

実データに類似するモデルを推定するものであり，シミュレーションデータを用いた評価の結果，

多視角データの中から特定の観測角条件を持つデータセットを選択することにより，本手法が良好

な推定結果をもたらすことが示された。

ＦＹ－２を用いた南アジア域における対流活動の曰変化及び水蒸気変動の解析

A2000-8

山崎信雄（気象研究所気候研究部・第５研究室長)，高橋清利（気象研究所気候研

究部・第５研究室主任研究官)，植田宏昭（気象研究所気候研究部・第５研究室

研究官)，青梨和正（気象研究所予報研究部・第２研究室主任研究官)，中澤哲夫

(気象研究所台風研究部・第２研究室室長）

高村民雄

ＦＹ－２は不調のため，ＧＭＳの1987-1998年の期間の雲頂温度別の雲量データを用いて

研究課題

課題番号

研究者

対応教員

概要：
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アジア域の日変化の解析を↑ｉった゜雲頂温度別芸風のＣ２１０は210Ｋ以下のピクセルの望１１１，Ｃ２２５

は225Ｋ以下の望肚などと疋義し，ここではＣ210,Ｃ225,Ｃ240,Ｃ２５５をⅢいた。望IItll変化は

必ずしも正弦波の形をしていないので，今回は３時'''１毎に璽獄データから，局所的にピークを選び

11)して，日変化の位相とした。

DimDoIPhq6qI9的一O8Moy-ScpC210 D6wnolPhq5ol987-90Hoy-SopC225

､i画nOIP胸菌1987-閑Uqy-S■ＰＣ240 DiImolP加蕪1987-兜Mqy-SepC255

図１

図１は５－９)jのMllIlllの各窒litのピーク時間の分布を示す。正弦波を仮定してして位机と大きなパ

ターンは変わらないが，スマトラ沖などの位相の伝搬などはよりスムーズになっている。

図２は隣り合う２つの盤頂温度別雲鼠のピーク時１１１１の鑑を,J《す。111厩の影騨の少ない陸域におい

ては，多くのところで岡い段頂温度のピーク時間は望jri温度が高くなるとlCjl時から数11ｹﾞ１１１１遅れが見

られる。これは繭璽対流活勁の発達時に低い雲頂温度（背の高い）の芸が発述し，次に光学的に薄

い雲が広がることに対応していると考えられる。図２」二の図を見ると，尚い蛮頂温度の茎ntの方が

早くピークに達する地域がIlI国などに見られる。これらの地域は日変化の振稲の|)X１（略）を見ると，

小さいところに対応している。これは積雲対流渇仰が平均的に不活発で，１１変化の振縣,iか弱いとこ

ろでは積雲がＨ変化のスケールで発達するときに，210Ｋまたは225Ｋ以下まで述することが11}来

ないためと考えられる。

図１において陸の彩縛の少ない海上の特徴は陸域とは異なり，Ｃ２１０から型IrijllU1[がＩｌＭくなると

半日以上大きくピーク時'''1が変わることである。図２を見るとiJli太平洋の約10゜Ｎ以I櫛（以｣上）

では225Ｋから240Ｋ（210Ｋから225Ｋ）の間で大きく，ピークが遅れている。これはDx11イi上を

見ると，熱帯収束僻が､1i均的に位慨する１０゜Ｎ以南ではＣ２２５のピークはＣ２１０とIiil様に111朝なの

に対して，それより｣上Illlでは，より塞頂温度の高い窪IUtに見られる昼から'１２後のピークになってい
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いげPhoscDifl987-9BMqy-SepC240-C22５DiFPhosoDifl967-98Mqy-SepC225-C210

､i庇Pho9oDlfl987-98Mqy-SepC270-C2鶴D1攻Pho5oDifl967-98Mqy-SepC2鰯一塊4０

図２

るからである。また南シナ海やベンガル減奥地のように陸の彫響を強く受けている海上では陸域と

同様比較的一様にピーク時間が遅れるl1iilr1が見られる。

研究課題ＧＭＳ－５の１１Ｕｍと６．フI｣ｍを用いた巻雲の濃度推定法の検証

探題番号Ａ2000-9

研究者井上豊志郎（気象研究所女(候研究部第５研究室主任研究官）

対応教員高村民雄

概要：ＧＭＳの１Ｌｕｍと6.7JumをⅢいた巻雲の温度推定法の検証をライダーによる巻雲の観

測と比較することによって行う。つくばにある環境研究所のライダーによる観測からＯＯＧＭＴおよ

び１２ＧＭＴ頃に槻illIされた巻雲と思われるI笥度６ｋｍ以'二にシグナルがある躯例を抽出し，ＧＭＳの

赤外と水蒸気チャンネルから算定された巻雲の温度を比較した。巻雲の算定された温度から高度へ

の変換はつくばにある気象庁の高層気象台のラジオゾンデによる気温と高度の観測値を用いた。７

月，１０月および'2)Iにおける23例について解析結果から，ライダーの観測では墾頂高度７ｋｍから

136kｍと変化に篇んでいる。２３例中５例がライダーの槻ii(I範ljllと約１ｋｍほど異なっているが，

あとはほぼライダーの観測範囲内で1,〔疋されていた。
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研究課題スプリットウィンドウデータを用いた大陸規模での可降水量の推定

課題番号Ａ2000-10

研究者久慈城（奈良女子大学理学部・助手)，岡田格（科学技術振興ﾘﾄﾞ災|J1・研究員）

対応教員岡村比雄

概要：スプリットウィンドウデータを用いて大陸規模での可降水最の禅llIアルゴリズムの開発

を行った。その推定アルゴリズムをＧＭＳ５／VISSRデータに過川してみた。１１本付近における

解析結果を，ラジオゾンデから見積もられた可降水量と比較してみたところ，あまり良い一致はみ

られなかった。この不縦合は，現在のところ，大気温度の影響というよりは，推定アルゴリズムに

おける回帰''1〔線の梢度が良くないことにその原因があると考えられる。そのため，要識別の段階に

ついて，詳しく調べてみたところ，統計的手法による雲識別が必ずしも上手くいっていないことが

わかった。ＡＶＨＲＲをⅢいた研究では，この雲識別は充分に機能していた（Iwasakil994）にも関

わらず，VISSRにおいては必ずしもそうではないことがわかった。また，BartonandPrata

(1999）によると，オーストラリア域において，我々と同様の解析を行ったところ，ＡＶＨＲＲを用

いた場合でも，VISSRを１１]いた我々の解析と同様の結果が得られていることがわかった。すなわ

ち現状では，繩度温度の比を月]いる推定手法が上手く機能する場合と，我々と同様に上手く機能し

ない場合の，両方の解析結果が得られていることになる。この状況をはっきりさせるために，輝度

温度の差を利川する〃法による結果と比較してみること，できるだけ良くlill）]したＡＶＨＲＲと

VISSRの解析を比較すること，更には，放射伝達モデルに錐づいた数値シミュレーションが必要

であると考えられる。

研究課題スカイラディオメータの観測船「みらい」への設置と運用に関する諸問題の解決に関す

る研究

課題番号A2000-ll

研究者遠藤辰雄（北海道大学・助教授)，中島映至（東京大学・教授）

対応教員高村民雄

概要：「みらい」は地球観illIの目的で各種の減遥・防振対策がなされた研究船であり，スカイ

ラディオメターのような太陽を自動追跡するという光学的に精密な観測を行う」二でまたとない好条

件を備えた船舶である。実際の船舶において連用上の問題を解決しながら↑\られた生データの解析

手法の開発を併せて進行させた結果は以下の通りである。

（航海番号）：MROO-KO4（期間）：００／6／13～00／7／６（海域）：パプアニューギニア北沖

（備考）：pre-ACEAsia

本船においては1W初からＶＨＦマリンパンド１６ｃｈに対する干渉電波の発生が'111題とされてきた

が，これの除去は１１l来たので，コンパスデッキに設置を予定して準備してきたが，設澗時に今度は

新たに１２ｃｈに１２沙することが指摘された。これは前回には脈かつたことで，l6chを避けるように

クロックのＩＣを変えた結果新たに１２ｃｈに掛かる周波数が発生したものと考えられる。ここで，問

題の周波数をﾀﾞﾘi氾するとVHF16ch:156.800ＭHz，VHF12ch:156.600ＭＨｚその結果，本装置は減遥

装置屋｣1右舷後方のハンドレールに(}わせて固定した1.5ｍのポールの上に没ｌｉＵｌされた。その制御

記録部のノートlilパソコンは汎用観illI室に，そのリセット用の日の出検知機はトンネル直上のコン
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パスデッキに夜間照明の受けない方向に設置した。

この他の「みらい」における観測は次の通りで，現在進行中である。航海番号・期間・海域等は

以下の通りである。

MROO-KO7，００／10／16～00／12／23，東部インド洋

MROO-KO8，００／12／28～01／02／08,グアム，ホノルル

MRO1-KO1，01／02／15～01／03／24,西部熱帯太平洋

今後の課題として，スカイラディオメータを船舶用完全無人化する上で次の問題点が挙げられる。

(1)船舶緊急交信電波ＶＨＦマリンパンドの１６ch，１２ch，ｌ３ｃｈに干渉する雑音電波を発している

が，その原因はスカイラディオメータの計ijlll値を送信するＩＣの周波数16.0000ＭＨｚの高調波とし

てＶＨＦマリンバンドの１６ｃｈの周波数1568000ＭＨｚに干渉することが分かった。これをたまたま

あった159744ＭＨｚに付け替えたところ干渉波は無くなったのである。その変り別のl2ch，１３ｃｈ

に干渉する電波が新たに発生することになり，問題は依然として解決していないことになる。東京

都立産業技術研究所の検査測定を受けたところ，国内の製品販売基準をクリアしているそうである。

しかし，コンパスデッキには各週のアンテナが乱立しているのでこの問題は船上観測においては重

要である。現在のところ次の対処をしている。

(1-1)ＶＨＦアンテナから２０～30ｍ以上離れる。

(1-2)ＶＨＦアンテナと同じ高度にならないよう鉛直距離も１０ｍ以上はとる。

(1-3)本体・電源送信ケーブル・コネクター等のシールドを取り接地する。

(2)ＧＰＳとの同期が取れない場合，本体とパソコン間の指令通信送受のタイミング等の不具合に

より，突然止まってしまう事故が多く見られた。この原因は推定されているが，ファームに書き込

んだプログラムを変える事になるので作業の規模が大きく，緊急には対処出来ないままである。そ

こで，パソコンは瞬間停電に対して自動復帰立ち上がりする種類を選び，本体とパソコンの電源を

一日一回の日出を検知してリセットすることになるDAY-TIME-ON装置を電源間に挿入して凌い

でいる。

(3)スカイラディオメータ本体では水平回転部と鉛直回転部の可動部の電接を多数のケーブルで連

絡しているが，その耐候性や耐塩性が低く老朽化は塩害による絶縁破壊が起こっている。これでは

パソコンデータ容量から６ケ月毎の回収にしても，本体の故障の方が先に起こるので役に立たない

のが現状である。

研究課題ＧＭＳ赤外・水蒸気画像によるチベット高原東方の上層雲量変動の研究

課題番号Ａ-2000-12

研究者児玉安正（弘前大学理工学部・助教授）

対応教官高村民雄

概要：上層雲には温室効果があるといわれており，気候変動への影響が注目されている。最近，

ＡｓａｉｅｔａＬ（1998）により，チベット高原東方で上層雲の日変化の位相が規則的に東進する現象が

見出された。昨年度の共同研究で，早春季については，圏界面付近にみられる中間規模東進波に伴っ

て上層霊域がチベット高原東方から中部太平洋にかけて東進する現象がほぼ－ロ周期で頻繁に起こっ

ており，これが早春季の位相の東進の主な原因であることがわかった。今年度は力学的な視点から
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この現象について考察した。６時|Ｈ１毎のNCEP-NCAR客観解析データとＧＭＳデータの解析により，

栄進する上層霊域は中間規模東進波動に伴う圏界面付近の南風域に対応して出現することがわかっ

た。１１】１１１１規模東進波の理論からは，南風域で上昇流の存在が予想されるので，このことは理論とよ

く一致する。1987年の春季について詳しく調べたところ，巾lHI規模東進波を伴う上層望域の東進

は，顕著なものが１０例程度確認できた。いずれもチベット高原の東端の105°Ｅ付近から東進を

開始していた。次に，チベット高原の対流活動との関係を調べた。チベット高原では春季でも対流

活動が活発で，９UＴ（～l5LT）に上lIyi雲賦が最大となる顕著な'二l変化がみられる。上層雲域の東

進が始まる105°Ｅ付近では，墾域とそれに対応する南風域の出現に明瞭な日変化があり，その時

刻はl2UT（～l8LT）頃で一定していた。また，その東方の東シナ海や日本付近でも，南風や｣二層

雲の111現がある特定の時刻に集中する傾向がみられた。このことは，東アジアでみられる｣z1ivi塞域

の東進現象は，少なくともその初期段階においてチベット高原付近の循環の日変化に強く影孵され

ており，それがペースメーカーとしての役割を果たしている可能性が考えられる。

木研究で扱った現象は，中間規模東進波が上層雲によって可視化されたケースと考えられる。雲

として可視化されるには対流圏上炳が湿っていることが必要であるが，チベット高原では活発な対

流活動により対流圏上層に水蒸気が供給されるので，その風下に当たる東アジア・北西太平洋域で

上liyi望が現れやすくなっている可能性も考えられる。中間規模東進波は東アジアに限らず中緯度域

に広くみられる現象である。東進波が他の地域でも上層霊域を伴っているか，そのことは対流圏上

舸の水蒸気分布とどのように関係しているかを，検討することが今後の課題である。

衛星データと地理情報を利用した疫学的環境行動分析の手法に関する研究

A2000-13

吉田勝美（聖マリアンナ医科歯科大学予防医学教室・教授)，杉森裕樹（聖マリアンナ

医科歯科大学予防医学教室・助手）

杉森康宏

なし

研究課題

課題番号

研究者

対応教官

概要：

研究課題リモートセンシングデータによる船舶海上風観測値の評価

課題番号Ａ2000-14

研究者岩坂直人（東京商船大学・助教授）

対応教且杉森康宏

概要：船舶の気象通報で報告される風速観illll値の観測精度をリモートセンシングにより観測さ

れた海上風に基づいて評価することを試みた。用いたデータは気象庁がＧＴＳを通じて収集し品質

管理を施している船舶気象観測通報データとNSCＡＴ海面風データである。NSCＡＴデータは東北

大学のil:ilMI博士から提供していただいた。NSCＡＴデータは1996ｲ1ｴ９月１５日～1997年７)1281」ま

での分を使用。比較は北緯60度から南純60度までの全世界の海洋で行った。

各船舶気象通報の風速データとNSCＡＴデータは，両者の観測位置間距離が25kｍ以下，観測時

刻の差が30分以内の場合について比較を実施した。

船舶通報の風速値はNSCＡＴ風速に比べて約20％過大評価になる傾向にあった。但し，船舶通報
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値はNSCＡＴ風速の周りに大きくばらついている。船舶風速値にＬｉｕｅｔａＬ（1979）のバルク法に

よる高度補正法を適用し，高度10ｍ中立状態での風速に換算した後の値で両者を比較した場合，

過大評価の傾向は減るもののやはり無視できない程度であった。

それ故，これまでの研究で指摘されているように，風速計設置高度が高くなったため風速が過大

評価されているだけでなく，船舶観測風速値の過大評価には別の要因も働いている可能性がある。

研究課題鹿児島湾への外洋水の流入についての研究

課題番号Ａ2000-15

研究者櫻井仁人（鹿児島大学工学部・助教授）

対応教員杉森康宏

概要：鹿児島湾を横断する南北２線のフェリーに水温計を取り付け，これもひとつのリモート

センシングと考え1997年10月より観測を開始した。約３年強継続しているが，illll定や測器の不慣

れもあり，欠測・異常データがかなりあった。現在までに明らかになったことは以下の通りである。

①３年間の中では1998年が年間を通して他の２年より２側線とも高水温であった。特に，夏季に

著しい傾向が見られた。因みに，気温もこの年は鹿児島気象台観測史上最高であった。②湾奥の北

の側線では1998年の夏季に大きい東西差の変動があったが，湾口の南の側線では各年とも冬季に

東西差が大きい傾向が見られた。③南北の観測点で２℃以上南が高いと暖水流人が確実であるが平

均すると年間３～４回存在したと考えられる。また，このときＮＯＡＡ画像でも暖水流人が実証でき

る曰も何日かあった。今後も継続した観測を行いＮＯＡＡの画像との適合性を検討していきたい。

研究課題大気中に含まれる水蒸気量分布の移動速度と海上風の相関について

課題番号Ａ2000-16

研究者鈴木敏夫（大阪大学大学院工学研究科地球総合工学専攻・教授)，戸田保幸（大阪大学

大学院工学研究科地球総合工学専攻・助教授)，竹見哲也（大阪大学大学院工学研究科

地球総合工学専攻・助手)，柴山健一（大阪大学大学院工学研究科地球総合工学専攻・

前期課程１年)，森脇嘉一（大阪大学大学院工学研究科地球総合工学専攻・前期課程１

年）

対応教員杉森康宏

概要：研究の目的：海上風の予測は波浪の発達予測を通じて船の安全航行上重要な課題である。

本研究の目的は，ラジオゾンデ等による計iM結果のある海域において人工衛星からのリモートセ

ンシングにより推定される大気中の水蒸気最分布の移動速度と海上風の相関を調べることにより，

より広範囲な海上風の予測手法を確立することにある。
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研究課題積算光エネルギー量の違いが耕作放棄後の草本群落の種類組成，種別の量的構成とその

繁殖能力に及ぼす影響

課題番号Ａ2000-17

研究者大賀宣彦（千葉大学理学部生物学科・講師)，水柿貴史（千葉大学理学部生物学科・４

年次学生)，赤沢匡（千葉大学理学部生物学科・４年次学生)，石井康太（千葉大学理

学部生物学科・４年次学生)，高橋宏典（千葉大学理学部生物学科・４年次学生）

対応教員三輪卓司（千葉大学環境リモートセンシング研究センター・教授）

概要ｔ耕作放棄地に異なる光の強さの実験区を設け，光エネルギー量と温度の測定，植物群落

の種組成と構造を毎月調べた。00年９月２３日～10月１５日を10月期前半，１０月１６日～11月８日を後

半，１１月１５日～12月８日を１１月期，１２月１３日～01年１月５日を12月期，１月９日～２月１２日を１

月期とした。各期の直射光の日平均光エネルギー量は240351ｍＶ，17,358,17,456,16,046,21,434

であった。５つの実験区（１，Ⅱ，Ⅲ，Ⅳ，Ｖ）の平均遮光率は太陽高度が最も低い12月期に極大

になった。非遮光区Ｉでの遮光率の変化が最も大きく，最強の遮光区Ｖの変化が最小であった。期

平均温度はつねにⅡで高く，Ｖで低かった。各生育種の植彼量は10月～11月はやや高温域に発芽

適温をもつ種群が優占するが，低温によって12月中に全個体が枯死した。１２月は冬型一年生や二

年生が優勢になるが，（１）１１月に愚的極大に達しその後やや衰退する種，（２）１２月に量的極大が

あってその後やや衰退する種，（３）オオアレチノギクのように９月に生育を開始するが，枯死と新

生による個体交代が激しく，個体群としての量的成長が抑えられる種や（４）１０月から植被量を連

続的に増大させる種などがあった。これらはいずれも種の低温に対する生理的機能の違いによるが，

前二者は発芽適温が高く幼植物の成長も大きいが，低温に対する抵抗力が弱い種であり，後二者は

前二者に比べて発芽適温が低く初期成長も小さいが，低温に対する抵抗力が強い種である。１０月～

翌年１月期において11月期の植被量が最大で，１０月と１１月期はＩとⅡで大きく，ⅣとＶで小さい。

12月と１月期ではＶ区で大きく，ＩとⅡで小さい。１２月期の植被量の減少は，大きな草丈の夏型

一年生の枯死によるが，それに代わって優勢な地位を占める冬型一年生や二年生は低温に対する抵

抗性がある形態や機能をもつ種に限定される。ある立地の無機的条件と個々の種の環境要因に対す

る要求性との密接な関係によって生育可能な種が決定される。生育期間中の光エネルギー量と温度

に関する情報から各種の生育適地条件（realizedniche）を特徴づけることができる。得られたデー

タから，冬期における生活型交代を決定づけた要因は，夏型一年生の生育可能な平均温度(13.2～

134℃)と冬型一年生や二年生の生育可能なそれとの差（約５℃の低下）であった。

研究課題夏季における千島列島付近の海面水温異常について

課題番号Ｂ2000-18

研究者小田島高之（千葉県立中央博物館・研究員）

対応教員建石峰太郎，浅沼市男

概要：ＮＯＡＡ海面水温データにより観察された「夏季において千島列島のマツワ島付近はそ

の周辺海域より海面水温が低くなる」という現象の原因を明らかにするため，調査地域に関する過

去の論文，ＮＯＡＡ海面水温データ，塩分濃度データや海上風力データを用い調査をおこなった。

その結果，この現象は一般的な海面水温異常とは異なり，島からの冷水の流入や深海からの湧昇
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が原因である可能性は低く，この付近の複雑な海水の流れが原因である可能性が高いということが

明らかになった。

研究課題湿原の蒸発散量とCO2，ＣＨ`フラックスのリージョナル規模での推定手法の開発

課題番号Ａ2000-21

研究者宮田明（農林水産省農業環境技術研究所・環境資源部主任研究官)，原薗芳信（同上・

環境資源部気象特性研究室室長)，桧物聖（北海道教育大学釧路校・学生）

対応教員近藤昭彦

概要：湿原の蒸発散量，二酸化炭素およびメタンのフラックスの季節変化を，衛星リモートセ

ンシングデータを用いて推定する手法開発の第一段階として，釧路湿原内のミズゴケが優占する赤

沼高層湿原で，2000年４月から12月まで，フラックスのタワー観測を実施した。高層湿原の地下

水位は降水量と蒸発散量にともなう変動を示した。月平均蒸発量は６月から８月にかけて２ｍｍ。’

を越え，８月に２．５ｍｍ。'で最大となった。蒸発散量の平衡蒸発量に対する比は，５月から９月の

平均で１．１であった。光合成有効放射フラックスに対する地表面のアルベドは，９月中旬までは４

～5％であったが，植物の老化にともなって増加し，１１月初旬には１０％を越えた。渦相関測定シス

テムの不調により，盛夏期のＣＯ２フラックスのデータはわずかしか得られなかったが，６月から１０

月までは湿原によるCO2の吸収が観測された。湿原からのメタンの日放出量は，深さ１０ｃｍの日平

均地温と高い相関の季節変化を示し，最大値は８月下旬の0.19ｇＣＨ４ｍ２ｄｌで，Ｑ１０の値は6.0で

あった。

研究課題分散配置されたＧＩＳデータベースの統合利用に関する研究

課題番号Ａ2000-22

研究者小口高（東京大学空間情報科学研究センター・助教授）

対応教員近藤昭彦（千葉大学環境リモートセンシング研究センター・助教授）

概要：近年のＧＩＳの普及にともない，地理情報データベースの需要が急速に高まっている。し

かし，データベースの構築は時間と労力を要するため，個々の機関が多様な需要に対応することは

困難であり，データベースを作成している様々な機関が連携し，利用者の便宜を図ることが必要で

ある。そこで，日本の大学で地理情報データベースを整備している代表的２機関である千葉大学

CEReSと東京大学ＣＳＩＳの研究者が連携し，分散配置された自然地理学に関するデータベースを統

合的に公開するためのシステム構築に関する実験を行った。

研究課題ＧＭＳ赤外二波長データを用いた海洋上の可降水量の見積り

課題番号Ａ2000-23

研究者岩崎博之（群馬大学教育学部・助教授）

対応教員近藤昭彦

概要：千葉大CEReSで受信したＧＭＳ赤外二波長データから海洋上の可降水量を見積るため

の基礎的な解析と放射計算を行った。

この研究は，他機関からのS-ViSSRデータを入手して継続中である。
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研究課題森と海の相互利用

課題番号Ａ2000-24

研究者向井淡（北海道大学北方生物圏フィールド科学センター厚岸臨海実験所所長・教授）

対応教員近藤昭彦

概要：目的：海の中でもっとも生産性の高い沿岸生態系のバランスが，多くの大陸沿岸で崩れ

て来つつあることが指摘されている。その最も重要な要因は，陸上生態系が人為的に大きく改変さ

れたことであると考えられ，たとえば(鵬』水産資源を保全するための植林運動などが各地で行われ

ている。それにもかかわらず，森林生態系と沿岸生態系の結びつきを定量的なデータで示した研究

はほとんどない。われわれは，両者の関係を決める大きい要因は，森林に降った雨が海へ流入する

過程の変動パターンにあると考え，森林の大規模伐採もしくはダム建設による流人パターンの変化

と沿岸植物プランクトンや藻場の現存}it変化，指標生物の生産力の変化の関係を定量的に明らかに

し，もって沿岸生態系の保全に資することを目的とする。

内容・計画：ＧＩＳによる航空写真画像の処理により海草藻場のマッピングや現存量推定の試み

を行い，過去50年'１１１の変動を明らかにすることを試みた。現ｲ'二２回分の解析を終「し，３回分を解

析中である。また，｜可時に陸上生態系の改変をＧＩＳ解析により明らかにしようと試みているが，資

料が－部欠けているため最終的な結果はまだ出ていない。その結果から，陸上生態系の変化が沿岸

生態系の海草藻場の分布やバイオマスにどのような影響を与えるかについて考察を加える予定であ

る。

研究課題地理・水質情報データベースを用いた干葉県内の河川・湖沼の水環境管理手法の開発

課題番号Ａ2000-25

研究者飯村見（千葉県水質保全研究所）

対応教員近藤昭彦

概要：昨年度までに構築した地El1・水質情報データベースを用いて千葉県内河川の流域特性を

記述した。河川流域の土地利用面積，人11密度，下水道普及率等と河川の水質との関係を調べ，宅

地面積あるいは人口密度とBOD，COD，全窒素，アンモニア性窒素，全りん，およびＭＢＡＳの各

濃度との相関関係が得られた。

研究課題地理情報システムを利用した鳥取砂丘上の風速場のシミュレーションと実測データとの

比較

課題番号Ａ2000-27

研究者河村哲也（お茶の水女子大学人間文化研究科・教授)，神近牧男（鳥取大学乾燥地研究

センター・教授）

対応教員安田嘉純

概要：風速場は現在の砂丘地形を考える上で重要な手がかりとなる。一方，広大な砂丘上にお

いて風速場を同時に測定するのは非常に困難である。それは，風速は時々刻々変化しているため，

風速データとしては同時刻に観測されたものが意味をもつからである。このような場合，数値シミュ

レーションが重要な役割を果たす。本研究では砂丘地形として，風速など観測データが豊富な鳥取
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砂丘を例にとり，地理情報システムから地形データを読み込んで数値シミュレーションを行い，観

測結果を比較検討して数値シミュレーションの有効性を調べ，今後，観測データの少ない地域での

風速場の予測に役立てることを目的とした。

はじめに砂而上の境界条件の課し方など計算上の基本的な点を調べるために，砂丘の１つの断面

内で２次元計算を行った。次いで，２次元計算で得られた情報をもとに，砂丘上での３次元計算を

季節風など典型的な風向のもとで行った。そして，砂丘列後方やスリパチと呼ばれる窪地など特徴

的な地形における流れを実測と比較した。さらに防砂林の影響を，それらが存在している場所の抵

抗係数を増すことにより，計算に取り入れ，防砂林を考えない場合との風速の差を定量的に求めた。

なお，本研究は流れの可視化にも注意を払い，仮想粒子を用いることにより流れ場の効果的な可視

化も行った。砂丘形状を変化させることは容易であるため，本研究の方法は鳥取砂丘のみならずい

ろいろな砂丘に適用できると考えられる。

研究課題衛星リモートセンシングデータを用いたランドスケープ評価

課題番号Ａ2000-28

研究者原慶太郎（東京情報大学経営情報学部・教授）

対応教員安田義純

概要：近年，生物多様性を保全し，環境の持続的利用を図るための学問的フレームワークを与

える研究分野として景観生態学（ランドスケープ・エコロジー）が注目されている。本研究は，こ

の景観生態学的立場から，衛星リモートセンシングデータを用いて景観（ランドスケープ）の構造

解析を行ない，その評価手法の確立を目指すものである。本年度は，千葉県北西部に位置する佐倉

市のランドスケープ分類を，衛星リモートセンシングデータ（LandsatTM）とＧＩＳを用いて行なっ

た。次の５つのランドスケープが分類できた。１.沼沢ランドスケープ，２.低地農村ランドスケープ，

3.台地農村ランドスケープ，４.谷津田農村ランドスケープ，５.都市ランドスケープ。さらにラン

ドスケープの構成単位であるエコトープの構成比から分類手法の妥当性を検討した。その結果，ラ

ンドスケープ分類におけるリモートセンシングデータとＧＩＳ利用の有効性が確認できた。

研究課題分光反射係数測定による水稲の生育・収量の推定

課題番号Ａ2000-29

研究者谷本俊明（広島県立農業技術センター・主任研究員）

対応教員安田義純

概要：水稲の高品質・安定生産のために，水稲の可視～近赤外域の分光反射係数を測定して，

水稲の生育，収量を推定する方法について検討を行った。方法は，広島県立農業技術センター内の

水田において，水稲（品種：ヒノヒカリ）を窒素の施用愚を変えて栽培し，幼穂形成期（７月25日）

と収穫期（９月１９日）に４５０．５５０．６２５．６５０．７００.７５０．８５０．９５０，ｍの反射係数を標準白色

板を基準（100％）として，視野角１０．高さ1.7ｍ，術角３０°で，分光放射計を条万向に向けて測

定した。

幼穂形成期（７月24日）の水稲の生育（草丈，茎数／㎡）と450～950nｍの分光反射係数との

間には相関がみとめたれなかった。しかし，反射係数間の演算値を用いることにより相関が認めら
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れ，草丈は850,ｍの反射係数（R850）と675,ｍの反射係数（R675）の差と和の比「(R850-

R675)／(R850＋Ｒ675)｣，茎数／㎡はＲ８５０とＲ７００の差と和の比「(R850-R700)／(R850＋

Ｒ700)｣，との相関（r＝0.827..,ｒ＝0.687｡｡）が最も高かった。幼穂形成期の分光反射係数と収量

との相関は，Ｒ９５０とＲ６５０の差と和の比「(R950-R650)／(R950＋Ｒ650)」とのIHIに最も高い相

関（r＝0.679..）が認められた。収穫期の分光反射係数と収量との相関はＲ９５０との間に鼓も高い

相関（r＝0.780..）が認められた。さらに，反射係数間の演算値を用いることにより相関係数が高

くなり，Ｒ８５０とＲ５５０の比「R850／Ｒ550」との間に最も高い相関（｢＝0.864..）が認められた。

幼穂形成期，収税期において，水稲の可視～近赤外域の分光反射係数をiilI定することにより生育，

収量の推定が可能である。

研究課題農林水産リモートセンシングデータベース作成及び大容丘データ転送技術に関する研究

課題番号Ａ2000-30

研究者斎藤元也（農業環境技術研究所計測情報科・上席研究官)，沢田治雄（森林総合研究所

企画調整部海・外森林環境変動研究チーム長)，澤田義人（森林総合研究所（科学技術

振興］j楽団・屈用研究員)，粟屋善雄（森林総合研究所東北支所・経営部広葉樹林管理

研究室長)，稲掛伝三（遠洋水産研究所海洋・南大洋部低緯度域海洋研究室長)，児飛派

文（農林水産研究計算センター・係長)，新村太郎（農林水産研究計算センター）（科学

技術振興W(業団・雇用研究員)，宋献方（農林水産研究計算センター）（科学技術振興

事業団．Ⅱ111W研究員)，七水田静代（農林水産研究情報センター・課長)，江口尚（

農林水産研究情報センター・係長）

対応教員安川義純

概要：ネットワークの設定：それまで，千葉大とＭＡＦＦＩＮ間のデータ通信は衛星データの転

送が可能では無かったので，その原因を調査し，８月にＢＧＰのlocalpreferenceを変奥し，千葉大

学への経路をＯＣＮ経由よりＳＩＮＥＴ経由とし，１１月にはＦＴＰによるＧＭＳデータの転送を開始し

た。

ＧＭＳ：ＭＡＦＦＩＮでは，千葉大学から転送されてきたデータを幾何補正などの処理を行い，データ

を保管すると同時に，魁林水産衛星画像データベースシステム（SIDaB）に登録し検索とオーダー

を可能とした。

ＤＭＳＰ：ネットワークの改善により，ＭＡＦＦＩＮで提供しているＤＭＳＰ／ＯＬＳが千葉大学からダウ

ンロード可能となった。

研究課題衛星画像による黄砂雲の抽出

課題番号Ｂ2000-31

研究者１１下迫（金沢工業大学・教授）

対応教員安田義純

概要：東アジアを対象に黄砂分布の時間的・空間的な違いを衛星データから推定するアルゴリ

ズムを検討する。具体的には，ＮＯＡＡ／ＡＶＨＲＲデータの組み合わせから得られる特性と地上から

の偏光度観測から推定される大気の光学的厚さとの比較・検討により黄砂の分布を推定する。
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2000年３月と４月には石川県金沢市で黄砂の飛来が確認されており，また，丁度黄砂飛来日（３

月３日，３月２７日，４月９日）に地上から大気の偏光度観測が金沢工業大学で実施された。

３月３，２７日，４月９日前後のＮＯＡＡ／ＡＶHRRデータを収集し，現在，それらのデータを解析

しているところである。また，偏光度データの解析も現在進行中である。

研究課題多バンド衛星データ解析のための植生指標と解析アルゴリズムの開発

課題番号Ａ2000-32

研究者村松加奈子（奈良女子大学理学部情報科学科・講師)，藤原昇（奈良女子大学理学部

情報科学科・教授)，落合史生（帝塚１１１大学教養学部・教授)，醍醐元正（同志社大学経

済学部・教授）

対応教員石山陸

概要：多バンドの衛星データを利用して，植生指標や植物の純生産量（NPP）の推定を行う。

光源の位置とセンサーの観測角度によって観測される光の強さが異なることが知られており，衛星

データを用いてこれらの研究を進めるには反射率の２方向性依存を把握する必要がある。そこで本

年度は地上被覆物の二方向性反射率（BRF:BidirectionalReflectanceFactor）を測定し，解析を行っ

た。iliU定対象物はコンクリート，芝，茶の木，太陽天頂角は，４０．．５０．．６０．，観測天頂角は，-

45゜～＋45゜を１５．間隔，方位角は，-45゜.＋４５．．＋90゜について，直達光と散乱光による

反射輝度を測定した。視野は直径約４０ｃｍである。

各対象物の角度における反射率の測定値に半経験モデルであるMRPＶモデルを用いてフィッティ

ングし，反射率の角度による変化を角度の関数で表した。このことにより対象物の半球面全体から

の反射率の変動を把握する事ができる。また人工衛星データを利用する際に，太陽高度及び方位角

の季節変動やセンサの観測角度によって反射率はどの程度変わるのか，また植物の活性度の指標と

なる植生指標への影響やエネルギーに換算した場合にどの程度違うのかを求めた。また観測角は

ＴＭセンサ（±8°）とGLIセンサ（±45。）を想定し，可視～近赤外領域のＴＭ１～4ｃｈについて

解析を行なった。

ＬＡＮSAT／ＴＭセンサでの観測角度では，反射の角度依存の影響はあまり受けなかった。観測角

の振り幅の大きいADEOS-Ⅱ／GLIセンサでは芝生・茶の木の反射率が高い４ｃｈに顕著に影響が現

れる。植生指標ＮDVIは，今回調べた対象物に関して反射の角度依存の影響をほとんど受けなかっ

た。これはNDVIを求める式がバンド間の割算になっているためである。太陽光の反射エネルギー

は反射率に比例するため，反射の角度依存の影響を受ける。特に植生は近赤外のＴＭの４バンドで

約10～20Ｗ／㎡程度の角度依存の影響を受けることがわかった。

研究課題中国新麺ボステン湖の流域における季節的な水収支と周辺の植生状況の変化について

課題番号Ａ2000-33

研究者長島秀樹（東京水産大学・教授)，趙景峰（東京水産大学・博士後期１年生）

対応教員石山陸

概要：中国新彊の焉耆盆地に位置するポステン湖への人間活動の影響を昨年度開発した水収支

モデルを用いて調べた。このモデルには，河川流入量のほかに，蒸発量，降水量，蒸発散量，地下
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水量の増減などがとり入れられている。その結果，気候が安定していて激紙面職が1989年の広さ

を維持したと仮定したとき，湖の水位は徐々に下がり，2050年には水深は12.4ｍになると推定さ

れる。しかしながら，Ⅸ|極政府は昨年よりポステン湖の水をタリム川に毎K１１１～２億トン放11Ｉする

水利用計画を実行に移した。この場合，将来的に湖の水は減りつづけ，2050年に水深は10.8～9.6

ｍに減少すると推定される。このときの湖の貯水量は，1976年当時のそれの４０％以下になるので

あろう。
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ditions,Ｊ､GeophysRes､Vol､１０６，ＮＯＣ3,4501-4516（2000)．

(その他の論文）

Ｌ高村民雄・Ｉｍ１ＩＩｌ格，“衛星による地球大気系の放射収支推定，,，月刊ilij祥｡３２pp､320-326.1

（2000)．

2．建石陸太郎，市橋晋，ＮＯＡＡＡＶＨＲＲデータによるアジアの積雪域の地図化千葉大学環

境科学研究報告，第26巻，ｐｐ２７－３４（20013)．

３．Kondoh,Ａ､,Ａｇｕｎｇ,ＢＨ.,ａｎｄＲｕｎｔｕｎｕｕＥ.:ComparativestudyonthehydroIogicalcharacter‐

isticsinAsiaandthePacific・ProcFreshPerspectivesonHydrologyandWaterResourcesin

SoutheastAsiaandthePacific，IHP-VTechnicalDocumentinHydroｌｏｇｙＮｏ､７，UNESCO

JakartaOffice247-254（2000)．

４．Machida,Ｌ,Kondoh,Ａ､,Tanaka,TAndShimada,Ｊ：Databaseforstab]eisotopesofnatural

waterProc,FreshPerspectivesonHydrologyandWater､ResourcesinSoutheastAsiaandthe

Pacific，IHP-VTechnicalDocumentinHydrolｏｇｙＮｏ７，UNESCOJakartaOffice、173.178,

（2000)．

(解説・その他）

1．高村民雄，岡111格，中島孝，２０００：衛星データを利用した太陽放射liIt推定とその検証，千

葉大学共同研究推進センター共同研究成果報告書，第１１j，ｐ45-48,Ａｕ9.2000.
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２０００．

5．岡山浩，他，「平成12年度石油資源遠隔探知技術研究開発（資源探査用観測システムの研究

開発)」研究報告書，ＶｏＬＬＶｏＬ２，資源探査用観測システム研究開発機構．

６．YabukiSadayqNagashimaHideki,MikamiMasatoandlsbiyamaTakashi,Theworksbopon
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transport，,,JournalofAridLandstudies,ＶＯＬ10,No.３，ｐ､２３１（2000)．

７．石山峰，「日本リモートセンシング学会概要」ロ本リモートセンシング学会,２０ｐ（2000)．

８．本郷千春，高分解能衛星データ利用による精密農業の可能性について，農業における衛星情報

活用の最前線予稿集,11-16（200011)．

９．本郷千春，農業における衛星情報の活用の現状，Let,ｓあいてい講座，（社)全国農業改良普及

協会,25-35（2000)．

10．本郷千春，衛星IＴによる精密農法の可能性について，今月の農業No.12,42-47,2000.

11．本郷千春，未来へ託す風一食は大丈夫か？－，毎日新聞,２０００．５．１発刊．

12．本郷千春，地表水分色で分析一農業リモートセンシングー，日本農業新聞,２００１．１．１発刊．

13．本郷千春，ＩＴを活用した農業可能性探る，信濃毎日新聞,２００１．２．２２発刊．

14．池田卓，フィルムテストフジクローム「プロビア100Ｆプロフェッショナル（RDPⅢ)｣，

雑誌「写真工業｣,ｐ７－９，（2000.7)．

15・池田卓，フイルムテストフジカラー「スペリアズームマスター800｣，「フジカラーnexia

ズームマスター800｣，雑誌「写真工業｣,ｐ７－９（2000.8)．

16．池、卓，フィルムテストフジクローム「トレビ400｣，雑誌「写真工業｣,ｐ７－９，（2001.2)．

17．池田卓，フイルムテストコニカカラー「Newセンチユリア４００．８００スーパーズーム｣，

雑誌「写真工業｣,ｐ､7-13（2001.3)．
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■３．２学会・研究会での発表

(国際学会・国際会蟻）

１．Ｔ､Fujii,Ｔ・Fukuchi,Ｎ､CaO,Ｎ・Goto,Ｋ・Nemoto,andNTakeuchi，１ppb-orderatmospheric

SO2measurementbymultiwavelengthDIAL,２０thlLRCVichy・France（2000.7)．

２．Ｔ､Fujii,Ｔ,Fukuchi，Ｎ・ＣａＯ,Ｎ・Goto,Ｋ・Nemoto・andNTakeuchi，Verticalprofilingof

troposphericOmandmeasurementaccuracyevaluation,２０thlLRC,Vichy,France（2000.7)．

３．Ｎ.Takeuchi.Ｍ・Yabuki,Ｈ,Kuze,Ｓ・Naito,Ｓ－ＣＹｏｏｎＪ,Qiu,Ｙ・Liqun,Ａ,Ｙ､Ｓ,Chen9,Ｈ・Liu・

andLTVillarin,DerivationofS1ParameterfromAerosolSamplinginAsianCities,２０ｔｈｌＬＲＣ，

Vichy,France（2000.7)．

４．Ｎ・Takeuchi,Ｈ､Kuze,Ｔ､Takamura,Ｔ・Nakajima,andSBaimoung,Continuouscloudobser‐

vationintropicsbymicropulselidar,２０thlLRQVichy,France（2000.7)．

５．ＷChen,Ｎ､Takeuchi,Ｈ､Kuze,Ａ・Sone,ＨＫａｎ，ａｎｄＡ，Okazaki，Continuousmonitoringof

urbanboundarylayerusingaportableautomatedlidar,２０thlLRC,Vichy,France（2000.7)．

６．JinhuanQiu,Ｎ・Takeuchi,ａｎｄＨＫｕｚｅ,AninversiontechniqueforLITEmeasurementsof

stratosphericaerosolextinctionprofileanditsextinction-to-backscatterratio,20thlLRCVichy,

Ｆｒａｎｃｅ（20007)．

７．Ｋ.Ａｓａｋｕｍａ,Ｍ・Minomura,SOtsutsumi,Ｈ・Ｋｕｚｅ,ａｎｄＮ､Takeuchi,EstimationofaerosoIop‐

tica］thicknessoverlandareainChibafrｏｍＡＶＨＲＲｄａｔａ,３３ｒｄＣＯＳＰＡＲＳｃｉｅｎｔｉｆｉｃＡｓｓｅｍｂｌｙ

（COSPAR2000),Warsaw,Poland,AL2-OO39（20007)．

８．Ａ.Izumiya,Ａ・Kawata,ａｎｄＮ・Takeuchi，Comparisonofaerosolparameterretrievalにsults

fromtheanalysisofADEOS／POLDER,／ＯＣＴＳａｎｄＮＯＡＡ／ＡＶＨＲＲｄａｔａ,３３rdCOSPAR

ScientificAssembly（ＣＯＳＰＡＲ2000),Warsaw,Poland,Ａ１2.0045（2000.7)．

９．Ｊ･Qiu,NTakeuchi,ａｎｄＨ・Kuze,Aparameterizedpathradiancemodelanditsapplicationin

theatmospheTiccorrelation33rdCOSPARScientificAssembly（ＣＯＳＰＡＲ2000)，Warsaw，

Poland,ＡＬ２－Ａ４６（2000.7)．
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l0WenqinLiu,Ｈ･Kuze,ａｎｄＮ､Takeuchi,Scanningdifferentialopticalabsorptionspectroscopy

systemforfluegasmonitoring，SPIE2ndlnternationalAsia-PacificSymposiumonRemote

SensingoftheAtmosphere,Environment,ａｎｄSpace,Sendai,4153-48（200010)．

lLTFukuchi,Ｔ,Fujii,Ｎ・Goto,Ｋ・Nemoto,Ｎ・ＣａＯ,ａｎｄＮ・Takeuchi,Troposphericprofilingof

SO2andozonebymultiwavelengthDIAL,SPIE2ndlnternationalAsia-PacificSymposiumon

RemoteSensingoftheAtmosphere,Environment,ａｎｄSpace,Sendai,4153-46（2000.10)．

12.Ｎ・ＣａＱＴ､Fujii,Ｔ・Fukuchi,Ｎ､Ｇ０t０，Ｋ.Nemoto,andNTakeuchi,VerticalNO2concentration

profilｅｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔｂｙＤＩＡＬ，SPIE2ndlnternationalAsia-PacificSymposiumonRemote

SensingoftheAtmosphere,Environment,ａｎｄSpace,Sendai,4153-94（2000.10)．

13．Qi-jingLiu,Ａ・Kondoh,ａｎｄＮ・Takeuchi,Monitoringofthestabilityofborealforestecosys‐

teminnortheastChinainrelationwithnaturaldisturbancebyLandsatTMImagery,SPIE2nd

lnternationalAsia-PacifｉｃＳｙｍｐｏｓｉｕｍｏｎＲｅｍｏｔｅＳｅｎｓｉｎｇｏｆｔｈeAtmosphere，Environment，

ａｎｄSpace,Sendai,４１51-35（2000.10)．

１４Ｋ.Asakuma,Ｓ･Otsutsumi,Ｔ･Kubota,Ｈ､Kuze,andNTakeuchi,Retrievalofaerosoloptical

thicknessfromNOAA／ＡＶＨＲＲｄａｔａａｎｄｉｔｓａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎｔｏｔｈederivationoverlandareain

Chiba,SPIE2ndlnternationalAsia-PacifｉｃＳｙｍｐｏｓｉｕｍｏｎＲｅｍｏｔｅＳｅｎｓｉｎｇｏｆｔｈeAtmosphere，

Environment,ａｎｄSpace,sendai,4150-62（200010)．

15.Ｍ.Yabuki,HKinjo,HKuze,ａｎｄＮ､Takeuchi,Derivationofaerosolopticalpropertiesfrom

four-wavelengthlidarobservation,SPIE2ndlnternationalAsia-PacificSymposiumonRemote

SensingoftheAtmosphere,Environment,ａｎｄSpace,Sendai,4153-17（2000.10)．

１６．YanqunXue,Ｈ・TashirqK・And０，Ｈ、Kuze,ａｎｄＮ、Takeuchi，Simultaneousobservationof

NO2columndensityandaerosolopticalthicknessinKantoarea,Japan,SPIE2ndlnternational

Asia-PacificSymposiumonRemoteSensingoftheAtmosphere，Environment，ａｎｄSpace，

Sendai,4150-60（2000.10)．

17.Ｎ・Takeuchi,Ｍ・Yabuki,HKuze,Ｓ・Naito,S-C､ＹＯＣ､,Ｊ・Qiu,Ｙ・Liqun,Ａ､Ｙ・SCheng,Ｓ､Ｗ・

Tsang,ａｎｄＪＴ・Villarin,SIParametersestimatedfromaerOSC］samplinginAsiancities,Proc・

AsianLidarObservationNetworkConf,Hefei,china（2000.11)．

１８．Ｍ．Minomura,Ｈ・Kuze，ａｎｄＮ・Takeuchi，Atmosphericcorrectionalgorithmofvisibleand

near-infraredsateUitedatausingradiancecomponents:pixel-by-pixelcalculationoftheadja‐

cencyeffect，CEReSInternationalSymposiumonRemoteSensingoftheAtmosphereand
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VaIidationofSatelliteData,ChibaUniversity,2-5,ｐ､39-46（2001)．

１９．Ｋ.Asakuma,Ｓ・Otsutsumi,Ｍ・Yabuki,Ｔ,Kubota,HKuze,ａｎｄＮ・Takeucbi,Retrievalofaero‐

solopticalthicknessfromNOAA／AVHRRdataontheseaandIandareas,CEReSInternational

SymposiumonRemoteSensingoftheAtmosphereandValidationofSateuiteData，Chiba

University,2-6,Ｐ47-50（2001)．

20．ILKinjo,Ｍ､Yabuki,HKuze,ａｎｄＮ・Takeuchi,DeteTminationofaerosolopticalproperties

frommulti-wavelengthlidarobservations,ＣＥＲｅＳＩｎｔｅｍａｔｉｏｎａｌＳｙｍｐｏｓｉｕｍｏｎＲｅmoteSensing

oftheAtmosphereandValidationofSatelliteData,ChibaUniversity,5-2,ｐ83-92（2001)．

21.Ｍ.Yabuki,Ｍ・Shiobara,Ｔ・Yamanouchi,Ｔ,Shibata,Ｈ・Ｋｕｚｅ,andNTakeuchi,Behaviorofthe

troposphericaerosoIsintheArcticregionmeasuredfromMicroPuIseLidarandSky‐

radiaometeratNy-Alesund･Svalbard,。u｢ingtheASTAR2000campaign,CEReSIntemational

SymposiumonReｍｏｔｅＳｅｎｓｉｎｇｏｆｔheAtmospherCandValidationofSatelliteData･Chiba

University,5-4,Ｐ97-100（2001)．

２２．Ｔ､Takamura.Ｓ､Kaneta,LOkada,Ｎ・Takeuchi･ａｎｄＧ.-Ｙ・Ｓｈｉ，ＳＫＹＮＥＴｖａｌｉｄａｔｉｏｎｎｅｔｗｏｒｋ

ａｎｄｉｔｓａctivities,CEReSInternationalSymposiumonRemoteSensingoftheAtmosphe肥and

ValidationofSateIIiteData,ChibaUnivelsity,6-4,pll4-120（2001)．

２３．WahyuWidada，Ｍ、Minomura，Ｈ・Kuze,ａｎｄＮ、Takeuchi，Iterativecorrectionofmultiple‐

scatteringeffectsinMie-scatteringlidarsignals,ＣＥＲｅＳＩｎｔｅｍａｔｉｏｎａｌＳｙｍｐｏｓｉｕｍｏｎＲｅmote

SensingoftheAtmosphereandValidationofSatelliteData，ChibaUniversity，８－４，ｐ､１５４－１５７

（2001)．

24.Ｔ・Takamura､LOkada，SurfacesolarradiationestimatedfromGMS-5anditsvaIidation，

Japan-ChinaWorkshoponAerosoI-CIoudRadiationlnteractionoverDesertArea,Ａｕｇ2-4,at

SiIuHoteLDunHuang,china（2000)．

25．YumiroSuga，SatoshiHoshi,ToshiakiTakanqShinShimakura，HiroshiKumagai，Tamio

Takamura,TeruyukiNakajimaDesignandDeveｌｏｐｍｅｎｔｏｆａｎＦＭ－ＣＷＲａｄａｒａｔ９４ＧＨｚＦｏr

ObservationsofCIoudParticIes,２００１Asia-PacificRadioScienceConference,Tokyo,PF-28（p、

333）（2001)．

26．NaoyaSuzuki，TakahiroOsawa，ＪｕｎＳｕｗａ，MasatoshiAkiyamaandYasuhiroSugimori，

ＳｔｕｄｙｏｆｔｈｅＣＯ３ｆｌｕｘｅｓｔｉｍａｔｉｏｎｉｎｇlobaloceanusingsateIlitedata,ＴｈｅWOCE／CLIVER

VariabilityWorkshop,Fukuoka（200010)．
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27．NaoyaSuzuki，NaotoEbuchi，ＪｕｎＳｕｗａ，MasatoshiAkiyama，andYasuhiroSugimon，

AdvancedAnalysisoftheRelationsMpbetweenNon-dimensionalRoughnessLengthandWave

AgeusingTower-basedMeaｓｕｒｅｍｅｎｔｓ－ＦｏｒＳｔｕｄｙｏｆＡｉｒ－ＳｅａＣＯ２Transferusingsateuite

data-,PORSEC2000,Goalndia（200012)．

28．NaoyaSuzuki,NaotoEbuchi,IsaoWatabeandYasuhiroSugimori,StudyofAir-SeaCO2Gas

TransferonbasisofWaveBreakingModel-Studyoftherelationshipbetweennon-dimensional

roughnessIengthandwaveage,effectedbywavedirectionality-PORSEC200qGoalndia

（2000.12)．

29．TakahiroOsawa,DaigoKuroiwa,ＪｕｎＳｕｗａ,MasatoshiAkiyama,YasuhiroSugimori，Study

ofRelationshipBetweenTCO2＆PCO2intheNorthPacificUsingSeaWｉＦＳｄａｔａａｎｄＡＶＨＲＲ，

PORSEC200qGoalndia（2000.12)．

30.Ｔ・Hashimoto,GeometricCo｢rCctionofADEOS-II／GLLProc・ofl8thlSPRS,Ｂ１ｐｐ､141-147

（2000)．

31．THashimoto,Ｔ・Igarashi,Ａ・Mukaida,Ｒ・Higuchi,GloballmageCompositeofADEOS／ＯＣＴＳ

GAC,Procof21stACRS,ｐｐ､152-157（2000)．

３２．RyutaroTateishi，NikolaiKharin，andHusseinHarahsheh，Assessmentandmappingof

desertificationofAsia,ThematicProgrammeNetwork（ＴＰＮ1）Worlshop,Tokyo（2000.6)．

33．HusseinHarahshehandRyutaroTateishi,EnvironmentalGISdatabasesanddese｢tification

mappingofwestAsiaThematicProgrammeNetwork（TPN1）Worlshop,Tokyo（2000.6)．

３４RyutaroTateishi，NikoIaiKharin，andHusseinHarahsheh，Assessmentandmappingof

desertificationofAsia,ThematicProgrammeNetwork（TPNl）Worlshop,Tokyo（2000.6)．

35．HusseinHarahshehandRyutaroTateishi,EnvironmentaIGISdatabasesanddesertification

mappingofwestAsia,ThematicProgrammeNetwork（TPN1）Worlshop,Tokyo（2000.6)．

36．Park,Ｊ･GandTateishi，Ｒ,Ana]ysisofthefactorwhichgivesinfluｅｎｃｅｔｏＡＶＨＲＲＮＤＶＩ

ｄａｔａ,InternationalArchivesofPhotogrammetryandRemoteSensing,Vol､XXXIILPartB4,

paperNQIC-18a-LAmsterdam（2000.7)．

37．Tateishi,Ｒ､,ＷｅｎＣＧ,ａｎｄPark,』.Ｇ,Global／continentalIandcovermappingandmonitor‐

ing，IntemationaIArchivesorPhotogrammetryandRemoteSensing,VoLXXXIILPartB4,

－４４－



paperNo.TPIV-O5-14Amsterdam（2000.7)．

３９．RyutaroTateishi，１kmlandcoverdatabaseinAsia,Proceedingsofthe9thRegionaISeminar
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remotesensingapplications，Proceeidngsoftbe21stAsianConferenceonRemoteSensing
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（ＡCRS),pp903-908,TaipeiTaiwan（2000.12)．
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43．Runtunuwu,Ｅ,,Kondoh,Ａ､,Harto,Ａ､Ｂ,andPrayogo,Ｔ・Applicationofremotesensingand

GISforanthropogenicvegetationmonitoring･ProceedingsofSPIEVoL4135,SanDiego，ＵＳＡ，

ppl35-142（2000)．

44．EleonoraRuntunuwu,AkihikoKondoh,AgungBudiHarto,andTeguhPrayogolnfIuencesof

humanactivitiestolandcoverchangesanditsimpactonpotentialevapotranspirationover
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ｐｐｌ７０－ｌ７１（2000)．

45．ＥｌｅｏｎｏｒａＲｕｎｔｕｎｕｗＵＡｋｉｈｉｋｏＫｏｎｄｏｈ，AgungBudiHarto，TeguhPrayogo，andKetut
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51．Asanuma,１，Ｋ.Matsumoto,Ｔ・Kawano,VerticallyresolvedprimaryproductivitymodelfOr

satelliteremotesensing,PacificOceanRemoteSensing＆EnvironmentConf,502-504（2000)．

52．ＬｅｗｉｓｌＭ,Ｄ・Turk,LAsanuma,Ｔ,Kawano,Ｍ・McPhaden,ElNinovariationsinthebiological

productivityoftheequatorialPacificOcean，PacificOceanRemoteSensing＆Environment

Conf.（2000)．

53．Asanuma,1.,Ｋ.Matsumoto,Ｔ・Kawano,ValidationofPhotosyntheticaIIyAvailableRadiation

EstimatedfromSatelliteDataforPrimaryProductivityModel，TheCEReSInternational

SymposiumonRemoteSensingoftheAtmosphereandValidationofSatelliteData（Chiba）

（2001.2)．

54．Asanuma,Ｌ,CalibrationandValidationStrateｇｙｆｏｒＧＬＩｏｎＡＤＥＯＳ－ＩＩ，SixthCommittee

MeetingoftheInternationalOcean-ColorCoordinatingGroup（SanDiego）（2001.1)．

55．Asanuma,1.,Ｋ.Matsumoto,Ｔ・Kawano,Ｈ,Inoue,Temporalvariabilityofprimaryproductiv-

ityalongtheEquatorestimatedfromoceancolorsensor,地球惑星科学関連合同学会（東京)，

（2000.6)．

５６．Asanuma,1.,Ｋ.Matsumoto,Ｔ,KawanQDepthResolvedPrimaryProductivityModelusmg

SatelliteData,AmericaGeophysicalUnionNorthPacificMeeting,Tokyo（2000.6〕．
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57．Asanuma，Ｌ，LNakanishi，KHirano，MKishino．』・Ishizaka，Ｈ、Fukushima，Primary

ProductivityResearchandRelatedActivitiesinJapanusingSeaWiFSData,SeaWiFSScience

TeamMeeting,NewHampshire（2000.5)．

58．Ishiyama,Ｔ､,STanaka,Ｋ・Uchida,SFujikawa,Ｙ・YamashitaandM・Kato,Relationship

amongvegetationvaiablesandvegetationfeaturesofaridIandsderivedfromsateUitedata.，

２９thScientificAssemblyofCOSPAR,Warsaw（2000.7)．

(国内学会）

1．竹内延夫，字Uiからのセンシング，LaserExpo2000Jz柵架，Ｌｌ－４（パシフイコ横浜）2000.4.

2．朝隈康司，大堤新吾，久世宏明，竹内延夫，ＮＯＡＡ／ＡＶＨＲＲデータによる千葉周辺の光学的

厚さ導出と陸域への適用検討，日本リモートセンシング学会第28回（平成12年度春季）学術識

演会，Ｂ1５（つくば市),2000.5.

3．SDewang，竹内延夫，WWidada，久世宏明，Ｓ・Baimoung，ＭＰＬとスカイラジオメータを

使用した雲の光学的性質の導出，日本リモートセンシング学会第28回（平成12年度春季）学術講

演会，Ｂ2０（つくば市),2000.5.

４．，.Sudiana,Ｋ・Ａｓａｋｕｍａ､ＳＯｔｓｕｔｓｕｍｉ,Ｔ,Kubota,Ｈ・Ｋｕｚｅ,ａｎｄＮ・Takeuchi,ＴｈｅｏｐｔｉｃａＩｐｒｏｐ‐

ertiesofthelndonesianlOrCstfireinl999,日本リモートセンシング学会第281｢１１（平成12年度存

季）学術識iiii会，Ａ2９（つくば市),2000.5.

5．矢吹正教，武、lﾘI知，内藤季和，久世宏明，竹内延夫，化学組成i剛定から鄭１１１された千葉にお

けるライダーパラメーター（Slパラメータ）の季節変動，第17回エアロゾル科,､族・技術研究討論

会（広島大),2000.8.

６．Ｗ・Widada，金城秀樹，久世宏明，竹内延夫，佐々木真人，ライダーをⅢいた対流圏エアロゾ

ルの消散係数観測における多重散乱信号の影響，2000年秋季第６１回応用物理学会学術講演会，

５aN8（北工大）2000.9.

７．福地哲生，藤井隆，曹念文，名雪琢弥，後藤直彦，根本孝七，竹内延犬，低層対流圏にお

けるオゾンのＤＩＡＬｉ汁ｉＭおよび測定誤差評価，第６１回応１１１物理学会学術識iiji会，５aＮ１０（北工大）

２０００．９．

８．山井四海，久世宏Iﾘ]，竹内延夫，ファプリー・ペロー共振器と周波数変調法を用いた高感度微
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量気体検出，第６１回応用物理学会学術講演会，５pＮ１５（北工大),2000.9.

９．，.Sudiana,Ｊ・Ｒｕ,Ｙ・Kimura,Ｈ・Kuze,NTakeuchi,ａｎｄＹ・Kawata,Aerosolpropertiesover

theoceanusingNOAA／ＡＶＨＲＲａｎｄＰＯＬＤＥＲｄａｔａ,計測El動制御学会第26回りモートセンシ

ングシンポジウム（東京),200010.

10．金城秀樹，久世宏Uj1，竹内延夫，参照プロファイル法を用いたエアロゾル消散係数／後方散乱

係数比の導出，計ij11I自動制御学会第26回リモートセンシングシンポジウム（東京),2000.10.

11.大堤新吾，朝隈康司，DodiSudiana，久世宏明，竹内延夫，衛星画像を用いた関東地域におけ

る地表面状態分類の検討，；ＭＩＩ自動制御学会第26回リモートセンシングシンポジウム（東京)，

２０００．１０．

１２矢吹正教，塩原匡風，山内恭，平沢尚彦，原圭一郎，藤谷雄二，山形定，西田千春，柴

田峰，竹内延夫，久世宏１１１１，３波長ネフェロメータおよびＯＰＣを用いた大気エアロゾル複素

屈折率の導出一ASTAR2000ニーオルスン地上観測－，日本気象学会2000年秋季大会，Ｐ323

（京都）2000.10

13．矢吹正教，塩原匡Bi，山内恭，柴田陸，竹内延夫，久世宏明，マイクロパルスライダーで

観ｉｉ１Ｉされた北極対流圏エアロゾルの挙動，第23回極域気水圏シンポジウム，ＰＩ－３（東京）2000.

11.

14．豊島仲介，金城秀樹，矢吹正教，久世宏明，竹内延夫，多波長ライダーを川いたエアロゾル消

散係数の計測，2001年春季第48回応用物理学関係連合講演会，３１aＹＣ１（明治大）2001.

15．WahyuWidada，企Ⅱl真一，久世宏明，竹内延夫，レーザー光の長光路伝搬および温度相関を

利用した大気llIi折率構造定数の同時測定，2001年春季第48回応用物理学関係迎合講演会，

３１aYC2（明治大）2001.

16．福地哲生，藤井隆，画念又，名雪琢弥，根本孝七，竹内延夫，低牌対流圏におけるNO2の

ＤＩＡＬ計illlおよびilll定誤差評価，2001年春季第48回応用物理学関係迎合識鱗会，３１aYC5（明治

大）2001.

17．岡}Ｈ格，花ｌｌｌｊﾄﾞⅡ，高村民雄，高橋清利，静止気象衛星データから得られた地表面温度の長

期変動(1)，2000年春季大会講演予稿集，ｐ､379，日本気象学会春季大会，（つくば）２０００５．

１８．岡田格，商蔽縁，竹村英幸，高村民雄，金田真一，河本和明，井_上磯志郎，中島映至，菊

地時夫，ＧＭＳ－５から推定した日射儲と地上観測値との比較，2000年春季入会識iiii矛稿集，ｐ､６３，
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日本気象学会春季大会，（つくば）２０００５．

19．黒岩大悟，大沢高浩，趙朝方，浅沼市男，諏訪純，杉森康宏，基礎牛産力推定モデルの比

較研究一ＴＩＭモデルを基礎とした各モデルの比較－，日本海洋学会春季大会（東京）2001.

20.大沢高浩，黒岩大悟，趙朝方，浅沼市男，諏訪純,杉森康宏，鉛直構造を組み込んだ基礎

生産鼠推定モデルの開発一ｐＢ(z)を基礎としたモデルによる￣，日本海洋学会春季大会（東京）

２００１

21．鈴木直弥，藤田武，江淵直人，渡部勲，趨朝方，杉森康宏，風浪の方向性を考慮した無

次元粗度と波齢の関係，日本海洋学会春季大会，（東京）2001.

22．鈴木直弥，趙朝方，江淵直人，渡部勲，諏訪純，杉森康宏，風浪の発達過程における２

次元方向スペクトルの時間変動，海洋理工学会春季大会，（東京）2001.

23．三輪卓司，池田卓，樹木葉のスペクトルの照射角または観illI角による変化，日本リモートセ

ンシング学会第28回学術識淡会論文集，p79-p80,２０００５．

24．三輪卓司，池田卓，樹木葉の透過・反射スペクトルの照射角または観測角による変化，日本

リモートセンシング学会第291m1学術講演会論文災，pl45-pl46,2000.11.

25．三森満，大沼一彦，池田卓，三輪卓司，マンセル空間におけるスライドフィルムでの肌色

領域の色分布解析，日本写真学会2000年度秋期学術講演会要旨集，p30-p31,2000.1Ｌ

26．HusseinHarahsheh,RyutaroTateishi,andNikolaiKharin,Applicationofremotesensingfor

continentaldesertificationstudy‐Casestufy:Asia,日本写真iillllii学会平成12年度年次学術講演

会発表論文集,ｐｐＬ６,（東京）２０００６．

27．赤川聡，朴鍾燕，建石隆太郎，時系列ＮＯＡＡＡＶＨＲＲデータに影響を与える要因解析，

日本写真jlllllit学会平成12年度年次学術講演会発表論文集,ｐｐ､73-78,（東京）2000.6.

28．朴錘懇，建石陸太郎，時系ﾀﾞI1AVHRRデータを用いた土地被覆変化抽出，日本写真ijlIlKlt学会

平成12年度年次学術講演会発表論文集,ｐｐ､99-104,（東京）２０００６．

29.Ｊ・Ｔ・Ｓ・SumantyoandRTateishi，Electromagneticscatteringsimulationfortropicaltree

trunk,［1本写真測量学会平成12年度年次学術識iih会発表論文集,ｐｐ､121-126,（東京）2000.6.

30．ＫｅｔｕｔＷｉｋａｎｔｉｋａ,Ｒ､Tateishi，Ａ・BHarto，Landcovermappinginmountainousareausing
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spectralinformationandtexturalfeaturesoftheLandsatTMdata,日本写真測鼠学会平成12年

度年次学術講演会発表論文jIi,ｐｐ､149-152,（東京）2000.6.

31．島崎康信，朴釦懇，建石峰太郎，ＮＯＡＡ／NASAPatbfinderAVHRRLandDataSetの特徴，

日本写真測量学会平成12年度秋季学術講演会発表論文災,pp53-56,（鳥取）2000.6.

32．ｉｌ幡光彦，建石陸太郎，時系ﾀﾞIINOAAAVHRRNDVIデータを用いたシベリア植生の季節変

動の推定，日本写真iM1MIt学会平成12年度秋季学術誠iiii会発表論文集,ppl77-182,（鳥取）2000.

11.

33．遅沢順，朴錘燕，建石峰太郎，１８年間のＰＡＬデータを用いた土地被覆変化抽出に関する

研究，日本写真測量学会平成12年度秋季学術講演会発表論文集,ｐｐ､203-208,（鳥取）2000.11.

34．RenchinTsolmon，建石陸太郎，AlinearmixturemodeIforlandcoverclassificationusing

８ｋｍａｎｄｌｋｍＡＶＨＲＲｄａｔａ，日本写真測量学会平成12縮度秋季学術講演会発表論文集,pp213‐

216,(鳥取）2000.11

35．力Ⅱ野北斗，朴鍾燕，建石峰太郎，離散フーリエ級数展開法を用いたＮDVIプロファイル補正

に関する研究，日本写真illI量学会平成12年度秋季学術講演会発表論文集,ｐｐ､217-220,（鳥取）

２０００．１１．

36．浅沼市男，松本和彦，河野健，時間及び深度解析型基礎生産力モデルについて，日本海洋学

会春季大会（東京）2001.3.

37．石山陸，田中壮一郎，内田清孝，藤川真治，111下安之，加藤雅胤，衛星データから評価した

乾燥地の植生の物理獄，日本リモートセンシング学会第28回（平成12年度春季）学術講演会（つ

くば市）2000.5.

38．加藤尚子，村松加奈子，藤原昇，石山陸，地上彼掴物の二方向性反射率のilMl定と解析，日

本リモートセンシング学会第29回学術講演会（奈良女子大学）2000.11.

39．池田卓，大沼一彦，三森満，三輪卓司,Ｌ＊Ａ＊Ｂ＊色空間におけるカラースライドフィル

ムの色再現特性評価(4)，日本写真学会秋期大会識iiii典旨染，Ｐ､139-140,2000.1Ｌ
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[４］受賞

近藤昭彦

千蕊大学オープンリサーチ2000,ポスター徴,平成12年12月．

「人工衛星リモートセンシングと地図１１M報を用いた千葉県の環境の変遷」

杉森康宏

Confer℃､Ｃｅ)-2000,Goa．PORSEC（PanOceanRemoteSensing

「PORSEC学会賞｣,平成12年12月．
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[５］国際交流

■５．１研究者の国際交流

滞在者）（外国人来訪者，i

Jomyung-hee

LeeYoung-Joo

KimKwang-Ju

A､KBarbara

MinalshiDevi

lanGatley

RobertClark

FrankCost

太田登

程国棟

鳩仁国

石贋玉

Ｋｉｍ‐Young-Seub

Yun-HongJu

SongBongGeｕｎ

Ｈｏｎｇ－ＫｉＭａｎ

チョンジョンユル

ＪＱＭｙｕｎｇＨｅｅ

ＣｈｏｕｎｇＭｉ－Ｈｗａ

朴鍾

魏慶農

レ・キム・トーア

研究打ち合わせ

研究打ち合わせ

研究打ち合わせ

研究打ち合わせ

研究打ち合わせ

見学

見学

見学

見学

研究打ち合わせ

研究打ち合わせ

研究打ち合わせ

見学

見学

見学

見学

見学

見学

見学

研究打ち合わせ

研究打ち合わせ

論文博士号取得

慶一大学（韓国）

慶一大学（韓国）

慶一大学（韓国）

BGauhati大学（インド）

Gauhati大学（インド）

ロチェスターエ科大学画像科学センター

ロチェスターエ科大学理学部

ロチェスターエ科大学画像科学センター

ロチェスターエ科大学画像科学センター

中国科学院（中国）

[１１国科学院（中国）

'11国科学院（中国）

Pu-Kyung大学（韓国）

Yeu-Soo大学（韓国）

Pu-Kyung大学（韓国）

Pu-Kyung大学（韓国）

ソウル大学（韓国）

腿一大学（韓国）

慶一大学（韓国）

韓国電子技術研究所（騨国）

中国科学院安徽光学精密機械研究所（中国）

VietnamNationalCenterforNaturaIScience

andTechnologylnstituteofGeography

インドネシア科学研究所（インドネシア）

NationallnstituteofOceanographyMale

RussianAcademyofScience

メリーランド大学（アメリカ）

共同研究

研究打ち合わせ

COE外国人研究員

COE外国人研究員

研究打ち合わせ

研究打ち合わせ

共同研究

COE外国人研究員

Sugardito

ShaileshM・Pednekar

NikolaiKharin

レイチェル・ピンカー

アグス・クリスティヨ ＢＰＰＴ－ＴＩＳＤＡリモートセンシンググループ

ＢＰＰＴ－ＴＩＳＤＡリモートセンシンググループ

中国科学院植物研究所（'１]国）

コンセプション大学（チリ）

ＮＡＳＡＧＯＤＤＡＲＤ

アグス・クリスティヨノ

ムハマド・サドリ

周広勝

ホセ・スチニアルト

BrenthN・Holben 国際シンポジウム出席
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スクリップス海洋研究所（アメリカ）

王立人工降雨と農業航空局（タイ）

中国科学院大気物理研究所（中国）

中国科学院大気物理研究所（中国）

国立衛星気象センター（中国）

中国科学院大気物理研究所（中国）

中国科学院生態地理研究所（中国）

NOAANationalGeophysicalDataCenter

USDepLofAgliculture,HydrologyLab

モンゴル国立リモートセンシングセンター

IndonesianlnstituteofScience

インドネシア国公共事業省データ公共情報

センター

国立海洋研究所（インド）

エジプト国ＴＩ空間リモートセンシング研究所

国際シンポジウム出席

国際シンポジウム出席

国際シンポジウム出席

国際シンポジウム出席

国際シンポジウム出席

国際シンポジウム出席

国際シンポジウム出席

ワークショップ出席

ワークショップ出席

ワークショップ出席

RobertFrouin

WarawutKhantiyanan

QiuJinhuan

LuDaren

DongChaohua

石廣玉

醜文寿

Christopher、､Elvidge

ThomasSchmugge

ErdenetuyaMagsar

lrjanSopahelu-wakan

ハリアトノ・スマルマン

研究打ち合わせ

研究打ち合わせ

研究打ち合わせ

外国人研究者

ShriL.Ｖ,Ｇ,Ｒａｏ

ＭｏｈａｍｅｄＡｍｉｎＡｂｏｅｌ

Ｇｈａｒ

Ｉ
Ｉ
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[６］教育活動

■６．１講義（大学院,学部）

竹内延夫

普通敦育

工学部画像工学科

自然科学研究科前期課程

｢冊綴と計算機」（分担）

「リモートセンシングェ学」

｢隅iⅡI|センサエ学Ｉ」・「特別演習Ｉ」・「特別研究Ｉ」・「特別波習Ⅱ」・

｢特別研究Ⅱ」

｢環境隅iNI論」・「リモートセンシングエ学｣・｢特別演習｣・｢特別研究｣・

｢Ni了・光システム総合特別識義」（分担）

自然科学研究科後期課程

久llMhiIﾘ１

普遡教育

自然科学研究科前期課程

｢地球環境とリモートセンシング」（分担）

｢隔ilリセンサエ学Ⅱ」・「特別演習Ｉ」・「特別研究Ｉ」・「特別演習Ⅱ」・

｢特別研究Ⅱ」

｢応１１１蝋境光学」・「特別演習」・「特別研究」・「電子・光システム総合

特別撒義」（分拠）

自然科学研究科後期課程

高村民雄

普遡教育

自然科学研究科前期課程

｢地球環境の行方を探る」（分担）

｢隔測↑I1l報処理Ｉ」・￣特別演習Ｉ」・「特別研究Ｉ」・「特別淡習Ⅱ」・

｢特別研究Ⅱ」

｢物liT循環論Ｉ」「特別演習」「特別研究」「社会教育」幕張新郁心ビ

ジネス・セミナー（主催：千葉大学，共催：千葉県・千葉県企業庁）

－１ﾘ11-1の企業環境とその課題一策４回「地球環境の把握と視点｣，

2001年，２月１４日

自然科学研究科後期課程

杉森康宏

自然科学研究科前期課程 ｢特別研究Ｉ」・「特別研究Ⅱ」・「特別演習Ｉ」・「特別演習Ⅱ」・「海洋

リモートセンシング」

｢特ｶﾞﾘ研究」・「特別城習」・「地球蝋境lIf報システム」・「総合特別,ＩＭＩ錠：

地球温暖化現象と人工衛星観ｉｉ１ＩのｆＩ１ｌ報処理」分担

｢地球気候環境Ⅲ一海洋と地球環境」

１．１然科学研究科後期課程

普遡教育
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本多熟明

自然科学研究科前期課程

普遍教育総合科目

｢像１W報処理工学」

｢地球環境とリモートセンシング」（分担）

三輪卓司

自然科学研究科前期課程

像科学専攻

千葉大学総合科目

｢像虹科学」

｢特別研究㈱｣・「特別波習㈱」

｡、自然と情報授業科目：環境とリモートセンシング

建石隆太郎

普遍教育

自然科学研究科前期課程

｢地球環境とリモートセンシング」（分担）

｢隔iiil情報工学」・「特別演習Ｉ」．「特別研究Ｉ」・「特別淡習Ⅱ」・「特

別研究Ⅱ」

｢リモートセンシング特論」・｢特別iiii習」・「特別研究」「地球環境科自然科学研究科後期課程

学総合特別講義」（分担）

近藤昭彦

普過教育 ｢地球環境とリモートセンシング」（分担）

｢地球科学Ｂ（環境１W報科学入門)」

｢水文地形学」

｢水文環境計測論」

｢リモートセンシング」

「リモートセンシング」

自然科学研究科iiiiIUj課程

自然科学研究科後期課程

筑波大学環境科学研究科

岡山大学理学部

梶原康司

工学部

自然科学研究科前期課程

普遍教育総合科目

｢データベース」

｢環境データ解析」

｢地球環境とリモートセンシング」（分担）

浅沼市男

自然科学研究科前期課程 ｢リモートセンシング情報判読」

－５５－



■６．２博士論文，修士論文

(博士論文）

竹内延夫・久世宏明

美濃村満生

自然科学研究科人工システム科学専攻

可視・近赤外域における人工衛星データの大気補正に関する研究

博士（工学）

指導教官

氏名

専攻

論文題目

学位

竹内延犬・久世宏明

金城秀樹

自然科学研究科人工システム科学専攻

多波長ミー散乱ライダーデータの校正法に関する研究

博士（工学）

指導教官

氏名

専攻

論文題目

学位

竹内延夫（近藤昭彦）

LiuQijing

自然科学研究科人工システム科学専攻

MonitoringofBoreaIVegetationbyMultisourceData（マルチソースデータに

よる北方植生のモニタリング）

博士（学術）

指導教官

氏名

専攻

論文題目

学位

指導教官

氏名

専攻

論文題目

高村民雄

李善勲

自然科学研究科多様性科学専攻

(論文博士）Tbeconsiderationonthevaridityandphysicalmeaningofparame‐

tersinsorptivityexpression

博士（理学）学位

指導教官

学生氏名

噂攻

論文題目

建石際太郎

朱林

環境動態学専攻

FusionofmuItisensormuItitemporalsatelIitedataforagricuIturalareamap‐

ｐｉｎｇ

博士（工学）学位

－５６－



指導教官

学生氏名

専攻

論文題目

建石隆太郎

朴鍾窓

環境動態学専攻

時系列ＮＯＡＡ／ＡＶＨＲＲデータを用いたグローバル土地被覆変化抽出に関する

研究

博士（工学）学位

指導教官

学生氏名

専攻

論文題目

建石陸太郎

HarahshehHlussein

人間・地球科学Ｌｌｊｉ攻

DevelopmentofenvironmentalGISdatabaseanditsapplicationtodesertifi‐

cationstudyinMiddleEast‐Ａｒｅｍｏｔｅｓｅｎｓｉｎｇ＆GISapplication‐

博士（学術）学位

指導教官

学生氏名

専攻

論文題目

建石陸太郎

ＫｅｔｕｔＷｉｋａｎｔｉｋａ

人間・地球科学Wji攻

SpectralandtexturalaspectsofmultisensorandmultitemporalsateUitedatafor

landuse／landcovermappmginatropicaIarea

博士（学術）学位

指導教官

氏名

専攻

論文題目

近藤昭彦

ＡｇｕｎｇＢｕｄｉＨａｒｔｏ

自然科学研究科人間・地球環境科学専攻

StudyonGIS-BasedComparativeHydrologylnMonsoonAsia（GISによるモ

ンスーンアジアの比較水文学研究）

博士（理学）学位

(修士論文）

竹内延夫・久世宏明

大堤新吾

自然科学研究科像科学専攻

衛星画像を用いた大気エアロゾルの光学的厚さと地表面反射率の導出

修士（工学）

指導教官

氏名

専攻

論文題目

学位
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竹内延夫・久世宏明

由井四海

自然科学研究科像科学専攻

ファプリー・ペロー共振器と周波数変調法を用いた高感度微量気体検１１１

指導教官

氏名

Wj〔攻

論文題目

学位 修士（工学）

竹内延夫・久世宏Ｉｌｌｌ

鈴木義英

自然科学研究科像科学専攻

可搬型ライダーの開発と大気述続観illll

修士（工学）

指導教官

氏名

専攻

論文題目

学位

指導教官

氏名

専攻

論文題目

学位

竹内延夫・久世宏明

立谷伸也

自然科学研究科像科学専攻

ライダーによる浮遊粒子状物質の二次元観illl

修士（工学）

指導教官

氏名

専攻

論文題目

学位

竹内延夫・久世宏明

武川明知

自然科学研究科像科学専攻

地上サンプリングによる大気エアロゾルの物理的性質

修士（工学）

指導教官

氏名

専攻

論文題目

学位

竹内延夫・久世宏明

秋元麺

自然科学研究科電子機械科学専攻

高繰り返しライダーの光学系に関する研究

修士（工学）

指導教官

学生氏名

専攻

論文題目

学位

高村民雄

補本愈太郎

自然科学研究科像科学専攻

分光型サンフォトメータに

修士（工学）

トメータによる可視領域を用いたオゾン気住戯の推定

杉森康宏

藤田武（自然科学研究科像科学専攻）

指導教官

学生氏名
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論文題目

学位

風による海面応力の波浪依存性の解析に関する研究

修士（工学）

指導教官

学生氏名

専攻

論文題目

学位

本多溺明

長尾麻子

自然科学研究科像科学専攻

衛星データを用いた樹木の発芽および落葉時期の検出に関する研究

修士（工学）

指導教官

学生氏名

専攻

論文題目

学位

本多嘉明

田坂淳也

自然科学研究科像科学専攻

複数スキャン角データによる植生三次元櫛造の把握に関する研究

修士（工学）

指導教官

氏名

専攻

論文題目

学位

三輪卓司

三森満

自然科学研究科像科学専攻

マンセル色空間における肌色再現評価

修士（工学）

指導教官

氏名

専攻

論文題目

近藤昭彦

TeguhPrayogo

自然科学研究科生命・地球科学専攻

SatelliteBasedPhenologyStudyinSouthEastAsai（東南アジアにおけるリモー

トセンシングによる植物季節分析）

修士（理学）学位

指導教官

氏名

専攻

論文題目

学位

近藤昭彦

小山田幸恵

自然科学研究科生命・地球科学専攻

地理悩報システムを用いた河川水質に影響を与える因子の解明

修士（理学）

i、
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[７］センターの行事

■７．１センター主催のシンポジウム

(1)CEReS国際会議・大気のリモートセンシングと衛星データの検証

（RemoteSensingoftheAtmosphereandVaIidationofSatelIiteData）

日時：2001年２月２２日－２３日

場所：千葉大学けやき会館レセプションホール

参加者：６３名（うち外国人18名）

センサ／大気放射部門が担当する国際会議としては，1998年１月の会議に続いて２回目のもの

であった。２月22日は衛星によるエアロゾル観illI，大気補正アルゴリズムと関迎するトピックス，

海面の観ＩＭＩ，および雲観ij(ＩＩの４つのセッション，２３日は地上検証法，雲観測ＩＬエアロゾルと地

表面観ｉｌｌＩ，および熱赤外観illllと関連するトピックスの４つのセッションが設けられ，５つの招待識

漬を含む29の講演が行われた。シンポジウムでは大気補正プログラムコードの６ｓや惨み効果(周

辺効果)が，エアロゾルのモデルを仮定したときにどこまで精度良<同定できるかの評価や，偏光

を利ILMしたエアロゾルの導１１１法と検証データなしに大気の光学的厚さや粒径分布の形状の導出を行

う場合の桁度について研究報告がなされた。偏光成分の利用では従来の輝度情報に偏光成分の情報

を組み合わせたものが最も俗頼性が高いことが紹介された。赤外域においても鉱物資源探査センサー

の大気補正の手法やその成果，赤外域における搬度と放射率の分離の問題などが検証サイトのデー

タと比較・解析され発表された。複雑地形で影になった部分の人気補正への影礫，地表面の反射が

強い場合における大気成分の導出の問題，その場合におけるエアロゾルモデルの必要精度について

検討が報告された。また，衛星データから導出した大気状況の検証については，世界各地120ケ所

の検証サイトに配置された放射計のネットワークやそのデータにもとづいた衛星データの検証につ

いて詳しい紹介がなされ，砂漠砂塵や森林火災の排煙等についての解明の寄与に関して重要な成果

があげられていることが報〈liされた。他の検iilli状況に関しても，海域での大気の研究，衛星による

黄砂や火111噴煙のモニタリングとシミュレーションとの比較の研究，大気補ilIが植生や降雨に及ぼ

す影響など幅広い研究が報告され，表題の大女(補正と検証について十分な討議が行われた。一方，

最近実１１１述用に入ってきたＩＩＪ国の気象衛星についての詳細の紹介とその観測例，タイにおける航空

機を利川した雲やエアロゾルの報告がなされ，聴衆もまじえた活発な議論が展|)Mされた。

今回は，米国，中国，タイ，日本などからの第一線の研究者による極めてインパクトの高い般新

の情報交換がなされ，今後の研究に不可欠な蔽要な知見が得られ，非常に有愈義な国際シンポジウ

ムであった。

(2)第３回CEReS環境リモートセンシングシンポジウム
〆

当シンポジウムが下記のプログラムのとおり開催された。本シンポジウムは，CEReSの主要プ
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ロジェクト「リモートセンシングによるアジアの環境変動地域のモニタリング｣に関連する３つのテー

マ：（１）環境変動モニタリング（アジア＆グローバル)，（２）フラックス観測と衛星データの融合，

(3)日本の衛星データアーカイブセンター，に絞り，招待講演者による岐新の研究成果および情報

提供の発表が行われた。参加者数は学外42名，CEReS教員15名，CEReS学生20名，計82名であっ

た。

日時：平成12年12月１２日（火）１０：00‐１７：４５

場所：千葉大学けやき会館３Ｆレセプションホール

プログラム

１０：００‐１０：１５あいさつ（CEReSの研究）CEReSセンター長高村民雄

１０：１５‐１２：00環境変動モニタリング（アジア＆グローバル）（convenor：建石陸太郎）

１０：１５‐１０：４５AssessmentandMappingofDesertificationNikolaiKharin（CPE，ロ

シア）

１０：４５‐１１：1５中央アジアの閉塞湖を中心とした水文環境「'１１１１裕則（日本大学）

１１：１５‐１１：３５グローバル土地分類システム佐藤浩（国土地理院）

１１：３５‐１２：00グローバル環境データベース建石峰太郎（CEReS）

１３：00‐１４：４５フラックス観ijUlと衛星データの融合（convenor：近藤昭彦）

衛星データによる地点観測(iiの広域化の方法近藤昭彦ほか（CEReS）

釧路湿原におけるガスフラックスの観iHl1宮[Ｈ明（農業環境技術研究所）

衛星データを水文フラックス観illllに応用するためのNDVIと蒸発散飲に関する研究一琵琶湖プロ

ジェクト常設観iIlllより－戎信宏（愛媛大学）

VI-Ts法を用いたタイにおけるフェノロジーの解析橋本博文・鈴木雅一（東京大学）・樋口

篤志（名古屋大学）

シベリアのヤクーツク周辺で行われた航空機による地表面の分光放射とビデオ観illll鈴木力英

（地球フロンティア）

地表面熱収支は常に閉じるのか？－ＧＡＭＥ－ＡＡＮＥＢＥＸ－宮崎真（筑波大学）

ディスカッション

１５：00‐１６：４５

１５：00‐１５：２０

１５：２０‐１５：４０

１６：00‐１６：２０

１６：２０‐１６：４５

日本の衛晶データアーカイブセンター（convenor：本多嘉明）

東大A上研データアーカイブセンター越智士郎（東京大学）

東北大学データアーカイブセンター工蔽正文（農水省）

千葉大学CEReSデータアーカイブ梶原康司（CEReS）

ディスカッションネットワークとアーカイブセンター本多熱明

(CEReS）

CEReSにおける衛星データサーピス梶原康司１６：４５‐１７：４５
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(3)InternationalWorkshoponGrassIandMonitoringfromSpaceandGround

27-28February2001

Aoba-no-MoriParkArtandCultureHalLAoba-cho977-1,Chuou-ku,Chiba,JAPAN

OrganizedbyCenterfOrEnvironmentalRemoteSensing,ChibaUniversity

Workshopagenda

27,February

l3:００～１３:1０

openingRemarks

YoshiakiHONDA,ＣＥＲｅＳＣｈｉｂａＵｎｉｖ、

１３:１０～１a50

GrassIandFireMontitoringWitｈＤＭＳＰ－ＯＬＳＤａｔａ

ＣｈｒｉｓＥｌｖｉｄｇａＮＯＡＡＮationalGeophysicaIDataCenter

l3:５０～l430

Determinationofsemi-aridgrasslandvegetationinlnnerMongoliabyaspectro-radiometｒｉｃ

ｍｅｔｈｏｄ

ＡｕｍｉＦＵＫＵＯ,NationallnstituteofAgroEnvironmentaIScieｎｃｅｓ

ｌ４３０～１５:l0

Mongolianpastureestimationfromspace

ErdenetuyaMagsar,MongolianNationalRemoteSensingＣｅｎｔｅｒ

ｌ５３０～１６:l0

SatelliterCmotesensingfOrpasturemanagement

‐ThroughasenesofanalysisusingdataobtainedfromJapanesedairyfarmingregioL

NobuyukiMINO,NationallnstituteofAgroEnvironmentalSciences

l6:１０～１６:５０

TheStudyonVegetationStructurelndexusingBRDFPropertywithSatelliteSensols

AsakoKONDA,HirokazuYAMAMOTO,ToshiakiHashimotqKojiKAJIWARA，and

YoshiakiHONDA,CEReSChibaUniv,

１６:５０～１７:２０

MonitoringVegetationofGrasslandinChinausingSIDaB

XianfangSong,GenyaSaitoandMasafumiKodamaJST,ＮＩＡＥＳａｎｄＣＣｆｏｒＡＦＦＲ

２ａＦｅｂｒｕａｒｙ

ａＯＯ～９:４０

ＲｅｍｏｔｅSensingObservationsoftheJomadaExpenmentaIRange

ThomasSchmugge，ＵＳＤｅｐｔ､ofAgriculture,HydrologyLab

９:４０～１０２０

Inter‐andlntra-annuaIMonitoringoflnnerMongoIianSteppeVegetationUsingSateIlite

Data

’
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Akiyama,Ｔ､．，Ｋａｗａｍｕｒａ,Ｋ､,Fukuo,Ａ､,andYasuda,Ｙ､．,GifuUniv，

１０:２０～lLOO

ThestudyonGrcenBiomassEstimationofMongoIianGrassland

UsingFieldExpe｢imentandSatellitcData

HirokazuYＡＭＡＭＯＴｑＡｓａｋｏＫＯＮＤＡ,ToshiakiHashimoto,ＫｏｊｉＫＡＪＩＷＡＲＡ，ａｎｄ

ＹｏｓｈｉａｋｉＨＯＮＤＡ,ＣＥＲｅＳ,ChibaUniv．

11:00～l2DO

Disscussion

、

、
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[８］主要研究設備

■８．１既詔主要研究設備一覧

8.1.1超マルチチャンネルデータ表示解析システム

人工衛星に搭栽されるセンサのスペクトル分解能が向上するのに伴って，センサのチャンネル数

が増えてきている。非常に多くのチャネルを有する多チャンネルセンサが，今後数年の間にデータ

取得を始めるため，早急にその解析手法を確立しておく必要がある。多チャンネルセンサのデータ

解析において困難であるのは，従来のハードウェア，ソフトウェアではすべてのチャンネルのデー

タを概観する手段を提供できないことである。

本装置は，多チャンネルセンサの各チャネルのデータを同時に表示することが可能であり，同時

に最大6144×5120までの画像はlIlj引くことなく表示が吋能である。装liWの構成は以下のとおり。

（１）マルチピジヨン型液,WI表示装置（30面：６列×５行）

（２）表示装置直結型計算機（30台のＰＣを各液{１，１，ディスプレイに､!〔緒）

（３）表示制御計算機

（４）データサーパ計算機

（５）ネットワーク装置

ユーザは表示したいデータをデータサーパ計算機にダウンロードし，衣示制御計算機のＧＵＩソフ

トウェアによって，表示装置直結型計算機へのデータのプロードキャスト送信，表示位慨の設定，

表示チャネルの設定等をコントロールする。

8.1.2マイクロ波ＦＴ－ＩＲ分光放射計

屋外において熱赤外放射スペクトル（2～１４匹、）を計ＩＨＩＩするための装瞳である。標準1A↓体とそ

の温度制御システム，金反射拡散板も装置に附属されており，絶対熱放射スペクトル，分光放射率

が計測できる。なお，感部の冷AIIには液体窒素を使１１Iする。近く打ち上げが予定されているEOS‐

AＭ１のASTERをターゲットにした地上検証用のグランドトゥルースデータの取得に岐適なiill1器

である。様々な物質の放射率のデータベース作成，放射率の違いを利川した植生と土壌の熱赤外リ

モートセンシングに関する基礎実験，等に利用されている。

〆

８１．３大気状態高精度解析システム

｢〃

人工衛星によって取得される広範囲の大気，地表mii情報を，より高品質の物理量に変換するため

の地上支援システムであり，(1)火気状態観測装跳(2)システム検定装iiUf，(3)大気状態災枇装置

の３つの小システムから構成される。各装置は以下の機器からなっている。
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(1)大気状態観測装IiVi

マイクロ波放射計，オーレオールメータ，サンフォトメータ

直達日射計，全天赤外放射i;Ｉ.，全天日射計，全天分光日射計

積分散乱計，エアロソル吸収iI1ll定器，放射温度計，データ収集装置

赤外画像作成装磁，蒸発散iM定装置

(2)システム検定装磁

野外分光測定器，日射計検定装置，放射i汁検定装置

マイクロ波スペクトラムアナライザー，ディジタルオシロスコープ

(3)大気状態集積装樋

データ収集・解析用計算機，データ記憶装置

8.1.4衛星データ受信及び解析システム

本システムは静止気象衛星ＧＭＳ（ひまわり）および米国の海洋大気庁が運用する極軌道気象衛

星ＮＯＡＡの受信・解析装置および受信衛星データ解析処理記憶装置より構成され，アンテナより

受信されたデータを自動的に－次処理し，記憶装置に保存する。本装IHTはＧＭＳについては毎時，

ＮＯＡＡについては１日３～４回受信し，受信データの映像化処理およびいくつかの物理量への変換

処理を自動的に行う。そして受信された未処理データと処理後のデータは，平成８年度に導入され

た「大容量環境データアーカイブシステム」へ自動的に転送され，大容猛のテープへ保存される。

ＮＯＡＡの受信範囲は西側ではパイカル湖やチベットの東端，北はカムチャッカ半島，南は南シナ

海までをカバーしている。

システムの榊成と受信データの流れを概説する。受信アンテナで衛星からの信号が受信され，受

信されたデータは当センターにある解析室内のダウンコンバータを経由してデータ処理用のワーク

ステーションへ入力され，画像化される。画像化されたデータは輝度値・アルベドあるいは表面温

度などの物理賊へ変換され，さらにそれらは地図座標へマッピングされる。一連の処理済みデータ

はデータ解析用のワークステーションへ転送される。ここでは，必要ならば受信後間もない衛星デー

タを直ちに解析することも可能である。いったん解析用ワークステーションへ転送されたデータは，

定期的に「大容量環境データアーカイブシステム」へ転送され保存される。以上の処理の流れは，

一部を除いてほぼ自動的に行うことが可能である。

学内外の利Ⅱ]者が本装悩で受信・解析され保存されたデータを利用できるよう，カタロクデータ

ベースをＷｅｂ」二で検索可能なシステムが構築されている（http://wwwsv､cⅨchiba-uac・jp/)。

8.1.5衛星データカロエ演算システム

、

センターでは「衛星データ受信・解析装置」で受信・－次加Iﾆした衛星データを，「大容Ｈアー

カイブシステム」に自動保存している。さらに，センター以外で受信された膨大な職の衛星データ

を加工した時系列全球データセットも同システムに保存している。これらのデータは，高次の解析

データではなく環境解析のための素材として位慨づけられる。一方，センター概設の高度隔iHllIiIi報
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処理装置においては，広域の時系列データセットに対して適応可能な，高度な解析アルゴリズムが

ＩｌＭ発されている。衛星データlIlLjiii算システムは，この解析アルゴリズムを週１１]し，広域の時系ダリ

データを一貫して処理するＬ１的で導入された。これにより，広範な種類のアーカイブデータについ

て，様々な要求に合致した処理が行える。さらに本システムを通じ，学内外の研究者が処理データ

や受信データを既設のネットワークを介して利用することが１J能となった。

本システムは，以ドの３つの装置で柵成されている。

（１）並列演算処理サーバ：高度な解析アルゴリズムをⅡIいた演算負荷の大きな部分の処理を筒速

演算機能をlllいて行う。UltraSPARC-(II)，主記憶４ＧＢ’９JＧＢHDD，ＤＬＴドライブ，８ｍｍ

テープ，Ｃコンパイラ。

（２）ディスクアレー：大容騒の広域衛星データの淡猟処Ill1llIに使用するための商速大規模ハード

ディスク。ユーザデータ保存)Ｉ１７２ＧＢ，衛星画像処El1)l1160GBo

（３）並列演算処EIIクライアント：大尉の人lIl力処理に対して分散処''11を行う。Pentium‐

III400MHz20台。

8.1.6大容丘環境データアーカイブシステム

人工衛星によるリモートセンシングデータおよび現地1iMiIlIlデータを利用した環境解析研究に使用

する，大容量のデータlid録システムである。衛星データ受(‘及び解析システムで受信された衛星デー

タは，自動的に本システムへ枢送され，保存される。本システムは，以下の装ｌｉＹｌから柵成される。

（１）王データ記録装慨

最大３０OTBのij2憶容litを有する。記録媒体には，」|：Ⅱ；縮時で５０GＢのjid憶存IitをもつＤ３

テープを使用し，2000本の媒体が自動倉庫に収納されている。自動倉111(内の媒体は，コント

ローラ装置のデータベースにより，収納位置・使川状況淳の情報が管理される。

（２）主データii2録管理・制御装慨

主記憶容駄512ＭＢの４CPU並列処理計算機システムに，階層型ファイルマネージメントソ

フトウエアを搭１１mする。本装悩により，アーカイブシステム利用者はデータ利川に際して個々

のテープ媒体を愈識することなく，一般的なＵＮＩＸのファイルシステムを扱うのと同様の利用

形態をとることができる。

（３）高速外部記憶装ｌｉＶ

総容量１０oGBの容Iitをもつキャッシュ・ファイルシステムで，王データ紀録行理・制御装

置に接続される。,lHi頻度に利用されるデータは本装liri｣:に記録され，毎lDllテープ媒体を経由せ

ずに高速に読みだしを行うことができる。

（４）ネットワークシステム

本システムは，lOOBASE／ＴＸによる高速ネットワークでドメインを形成し，ドメイン内で

のデータ取得はきわめて高速に行うことができる。また衛星データ受(（・解析システムとは

FDDIによって独立したドメインを形成して接続されており，受信された人Ii(のデータが本シ

ステムに転送される際にも，ネットワーク負荷によってアーカイブシステムの利１１１が影艀を受

けないように配MHされている。

〆

例
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8.1.7高度隔測情報処理装置

この装W(は人1弓術腿の画像データ。地理情報，地｣二観測データなど大li(のデータを効率的に解析・

処理するための装'ＩＶ群で，次のような部分から櫛成される。

（１）サーバ邪：FujitsuS-4／２０Model612SX，主記憶192ＭＢ，136ＧＢＨＤＤ，１０カセット８

ｍｍテープ・オートチェンジャー×２，Ｃコンパイラ

（２）放射・散乱シミュレーション部：FujitsuS-4／２０ModeI61SX，二kJ己憶160ＭＢ，２８GB

HDDFORTRANｺﾝﾊﾟｲﾗ

（３）広域衛堕画像処理部：FujitsuS-4／２０Model61SX，主記憶160ＭＢ２８ＧＢＨＤＤ，ＧＩＳパッ

ケージ（ＧＥＮＡＭＡＰ）

（４）隔測IIlIi像lI1i報処理部：SiliconGraphicslndigo2XZ，主did億６４ＭＢ，１０ＧＢＨＤＤ，Ｃ，

ＦＯＲＴＲＡＮコンパイラ，lili物成長シミュレータ（ＡＭＡP)，リモートセンシング画像処FMパッ

ケージ（VISTA）

（５）周辺機器：カラーハードコピー装置，CANONPixelDio-S，ＬＢＰ（Unityl200XLO-JCD

ROMノド込装liuWAMAHACDE100HA)，処理端末：PowerMac7700／ＡＶｘ４

８１．８大気補正用地_卜鍋霧ライダー

ライダー（Lidar，LIghtDetectionAndRnging，レーザーレーダーともいう）は，指liIIVkのよ

いレーザー光を人文(I|'に照射し，人気中の分子やエアロゾルによる後ﾉﾉlij(乱光を火口係の望迎鏡で

受信して解析する装IiWである。環境リモートセンシング研究センターのライダーでは，1064,,,

756,,,532,ｍ，および355,ｍの４波長を同時に射出・計測を行い，対流Iulのエアロゾルについ

て波長依存性まで含めた,断度分ｲiiIli報が得られる。光源としては，Ｎｄ:ＹＡＧ（ネオジウム・ヤグ）

レーザー１台から墜本波，２倍・３倍高調波を発生させ，また別のＮｄ:ＹＡＧレーザーにより波長

可変の固体レーザーの一顧であるチタン・サファイアレーザーを励起して756,ｍを得ている。そ

れぞれの波及はパルスあたり１００，Jから数１００，Jのエネルギーをｲ』し，繰り返しは１０Ｈｚ，パル

ス幅は６，s程度である。４波長のビーム径（約30ｍｍ）と〃向を揃えて鉛[１１[上方に射ＩＩＬ，散乱さ

れて戻ってきた光を直径80ｃｍのニュートン型望遠鏡で受光する。婆の有無などの条件にもよるが，

地上数千メートルから10kｍ穏度までのエアロゾルからの光を受けることができる。受信した光は

順次，各波及成分に分けられ，昼'１１１でも観測が可能であるよう幅の狭い（3,ｍ）フィルターを通し

て光電子期倍行で岻子信号に変換される。４チャンネル，２GS／ｓのi『li速デジタル・オシロスコー

プによって数千パルスの概算平均を行う。平均された波形（その形状から，Ａスコープという）は

GPIBによってパソコンに取り込まれ，処理される。信号はバックグラウンドを適切に処ＦＩＬた後，

大気分ｆによるレイリー散乱光の成分を取り除く方式のライダー力穂式の解法（FernaId法）によっ

てエアロゾルのプロファイルに変換できる。衛星の上空通過に同l(ﾘ]したliMijlﾘを行うことにより，信

頼性の高い大気補正を行うことが可能となる。また，このようにして得られるエアロゾルのl1V報を

蓄積することにより，エアロゾルの季節変化や高度変化など適切なモデル柵築の基･礎データが得ら

れる。
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8.1.9分光光度計・分光放射計等

1.紫外・可視・近赤外分光光度計Perkin-Elmer社製Ｌａｍｂｄａｌ９

１８５３２００，ｍ：ダプルピーム分散型機器

（1-1）通常の透過スペクトル

（1-2）積分球による反射・透過スペクトル（照射光はスペキュラー，反射・透過光は全角度の光

を集光して測定，つまり通常の意味での全拡散反射・透過スペクトル）この装侭では，試料が

縦置きなので，粉体等の場合ガラス等のカバーが不可欠となる。

（1-3）拡散反射測定装iir(を用いた拡散反射スペクトル（照射光は装置の光学系で決定されるスペ

キュラー，反射光も袋Iivlで限定された集光角度の反射散乱光)。この装置は透過スペクトルの

測定には実質上使用不可。しかし，試料を水平に配|趾するので，粉体等にもカバー無しで使用

できるが，短焦点の光学系を使用しているため，試料表面の状況が顕著に影響し，再現性のあ

るデータを取得するためには，試料表面の状況の111現性を得るための工夫が不可欠である。

2.近赤外・中赤外分光光度汁Perkin-Elmer社製FTIR-2000

近赤外域：15000ｃｍ’（667,ｍ)‐400ｃｍ’（25000,ｍ）

中赤外域：5000ｃｍ’（2000,ｍ)‐400ｃｍ’（25000,ｍ）

シングルビームフーリエ変換型

（2-1）通常の透過スペクトル

（2-1-1）錠剤

（2-1-2）液体

（2.1-3）２２ｍの長光路ガスセルを使用して，ガスの透過スペクトル

（2-2）正反射スペクトル：角度可変正反射測定装悩を用いて，３０‐７０゜の正反射スペクトル

（2-3）拡散反射スペクトル

拡散反射測定装Ｉｒｔを冊Iいて装置によって決定された角度の拡散反射スペクトルこの装置によ

るデータは，近赤外，特に10000ｃｍ］（1000,ｍ）から長波長側ではLambdal9によるデータ

よりはるかにＳ／Ｎが良い。従って，拡散反射で良い場合には，これでilll定するべきと思われ

るが，良い事ばかりではなく，重大な欠点もある。それはシングルピームであるために，１）

参照試料をilll定した時のilIIl定室内の状況の再現性がIIL〔接データ精度に影響する，２）拡散反射

装置では短焦点の光学系を使用しているために，試料表面の状況が顕著に影騨する。これは

Ｌａｍｂｄａｌ９の拡散反射測定装置を使用する場合と状況は同じである。

＊以上の２機種以外に，紫外・可視・近亦外分光光度計は２機種，赤外分光光度i汁は１機種，

分光蛍光ﾖ１．１機郁聯がある。

3.分光放射計

（3-1）可視・近赤外分光放射計AnalyticalSpectraIDeviceslnc・製：FieldSpecFR:３５０‐２５００

，ｍ,シングルピーム３領域分割（1:350-1000,,,2:1000-1700,,,3:1700-2500,ｍ）並行ス

キャンニング
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視野角；標準:２５．，オプションレンズ：５゜

標準白板：lOx10inches，２x2inchesの２種

人射光測定111アダプター：リモートコサインリセプター（平面に入射する全方向の光を測定す

るユニット）

(3-2）熱赤外分光放射i汁GeophysicaIEnvironmentalResearchCorp・製：Thermallnfra妃d

lnteIligentSpectroradiometer（ＴＩRIS）

２０００‐１７０００，ｍ：シングルビーム４領域分割順次締引型，視野角：約30.,基準黒体等のオ

プションは全く無し。

(3-3）スペクトロラジオメータ：可視赤外分光放射計：ＧＥＲ社（ＵＳＡ)，IRIS，MarklV

測定パラメータ：分光反射率

ijIIl定波長：０．３‐3.0ｍｍ

波長分解能：２，ｍ／VIS，４，ｍ／NIR，ＭＩＲ

モード＄デュアル

分光方式：グレーティング

屯源：DC12V＆6Ｖ

(3-4）野外型方IiU性反射観測装置

本装置は野外観測を目的としており，そのため装iiEi全体が可搬となるように設i汁した。セン

サの軌道アームは組立式にし，かつ装置一式を一人で連搬が可能である。観測ヘッドが軌道を

移動し（手動)，様々な観測角度（ほぼ半球を任意のステップで観ｉＭが可能）で同一の視野の

測定が可能である。センサは超小型でファインダーはないが，その近傍に小型のピデオカメラ

を取り付け，観illll視野のモニタリングを行う。また絞りを交換することによって槻illll視野の面

積を変えることも可能である。また得られたデータはＰＣに取り込み迅速にデータ処理ができ

る。なお観ijIⅢのための１回源はＰＣを含めて13.5Ｖのバッテリーで駆動する。以下に装置の仕様

を示す。

OceanOpticslnc.（ＵＳＡ)，PSD-2000Type

illI定波長：300nｍ‐1100,ｍ，波長分解能：2.5nｍ‐１０ｎｍ

ＳｃａｎＴｉｍｅ：４０ms-4s

iM1l定パラメータ：Reflectance,Radiance

FOV：１２．４degree

８．１．１０気象情報受信システム

本システムは，気象庁アメダス，女(象レーダー画像，米国気象衛星（GOES)，ヨーロッパの気象

衛星（ＭＥＴＥＯＳＡＴ）などをまとめて，通信衛星経由で配信しているデータをリアルタイムで受信

し，表示，アーカイブするための装iiYiである。これらのデータは，衛星データ受信システムで受信

されたデータの解析を支援するために，また，解析結果を検証するために利用され，リモートセン

シングによる束アジア地域の環境問題の研究の推進をはかっている。

－６９－



８．１．１１ＬａｎｄMasterシステム

ＬａｎｄMasterシステムは，グランド・トゥルースとして肢も一般的に利111されている現地写真

に撮影位憧，撮影方向，撮影日時を同時に記録できる機材と，これによって取得された画像情報を

自動的に地図上で管理できるシステムから構成されている。さらに，ネットワークを通じて広範囲

に集められたグランド・トゥルース画像を相互に交換することも可能である。

'

－７０－



[９］組織・運営

■９．１予算

■９．２職員名簿（平成12年度職員名簿）

センター長高村民雄

○センサ／大気放射研究部門

センサ分野

教授竹内延夫

助教授久・世宏明

○大気放射分野

教授高村民雄

○地球環境悩報解析研究部門

植生モニタリング分野

教授杉森康宏

助教授木多嘉明

調師橋本俊昭

○環境悩報解析分野

教授三輪卓司

助教授建石陸太郎

○環境データベース分野

肋教授近藤昭彦

識師槌原康司

地理情報処理分野

教授西尾文彦

○データベース分野（客員）

客員教授田中

客員助教授浅沼

○データベース開発迎用部

教授ｑ[）安田

講師岡山

助手石山

助手本郷

助手黄

技官池田

佐
男

市

純
浩
隆
春
博
卓

嘉
千
少

ｈ
－

Ｌ
Ｉ
』

い

1，

－７１－

1「項 予算額（千円） llli者（受入件数）

校lI1l・旅費・施設盤燃費

奨学交付金

受託研究賀

民llll等との共同研究111

科学研究費補助金

120,211

7,898

33,145

41,408

9,700

６件

１１件

１０件

３件

合計 212 362



■９．３新任教官紹介

平成13年４月１日祷任

品川徳秀（文部科学教1:｢助手データベース開発逆川部）

塁
(経歴）

１９９２．

１９９６．

１９９６．

１９９９．

２００１．

２００１，

筑波大学第一学群ロ然9粧類入学

筑波入学第一学群Ｆ１然学類数学専攻卒堆,学士(理学）

筑波大学博士課程_'二学研究科電子・ＩＩＩｌ報工学専攻人学

筑波大学博士課程工学研究科電ｆ・↑１１報工学専攻，修｣:(Ｌ学）取i(；

筑波大学博士課程工学研究科電子・ｌｌ１ｉ報工学専攻修「，博士(工学）

４
３
４
３
３
４

現職

■９．４運営協議会の記録

○述営協議会概要

平成12年12月２２１１

議事

（１）議長代理の指名について

（２）平成13Ｈ１:度共同利用研究について

鰍告事項

（１）助手の公募について

－７２－



平成12年度千葉大学環境リモートセンシング研究センター述営委貝会委日名節

平成12.10.1現【［

ワーまO蝿

ワー霊憾硝

ワー蜜Ｗ珊

クー星(rｊ４Ｉ

－７３－

役職 氏名 所屈・官職

委員長 商村民雄 千葉大学環境リモートセンシング研究センター長

委員 川村宏 東北大学大学院理学研究科教授

委員 i断水紳雄 東京理科大学基礎工学部教授

委員 安岡諜文 来〕 (大学生産技術研究所教授

委員 |ﾘＩ 束〕 〔大学気候システム研究センター教授

委員 mIIl災太郎 M大学生態学研究センター

委員 脇ｆＴ信 千葉大学総合情報処理センター良

委員 01勢崎修弘 千葉大学理学部教授

委員 矢’三】柳久 千葉大学工学部教授

委貝 丸１１１噸一 千葉大学lHll芸学部教授

委員 亥ｌｌｌ職純 千蕊大学工学部教授

委員 竹内延夫 千葉大学環境リモートセンシングIUf究センター教授

委貝 輪卓司 千葉大学環境リモートセン 'ング研究センター教授

委員 杉森Ⅲ側宏 千葉大学環境リモートセン 'ング研究センター教授

尾又彦 千蕊大学環境リモートセンシング研究センター教授
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